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は
じ
め
に
詩
史
を
俯
瞰
す
る
際
、
あ
る
時
期
の
傾
向
や
特
質
を
端
的
に
表
す
術
の
一
つ
と
し
て
、
代
表
的
詩
人
の
並
称
が
あ
る
。
中
唐
・
韋
應
物
（
七
三
五
？
～
七
九
〇
？
）
は
、
ほ
か
の
詩
人
と
並
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
晩
唐
の
司
空
圖
（
八
三
七
～
九
〇
八
）
が
、
「
王
右
丞
・
韋
蘇
州
は
、
澄
澹
精
緻
、
格
は
其
の
中
に
在
り （１
）」
と
、
盛
唐
・
王
維
（
七
〇
一
？
～
七
六
一
）
と
並
称
す
る
の
に
始
ま
っ
て
、
枚
挙
に
遑
な
い
。
そ
の
中
で
、
主
要
例
を
挙
げ
る
と
、
北
宋
・
蘇
軾
（
一
〇
三
六
～
一
一
〇
一
）
は
、
李
白
・
杜
甫
を
「
英
偉
絶
世
の
姿
」
と
高
く
評
価
し
、
そ
の
後
の
詩
人
た
ち
の
才
は
李
杜
に
及
ば
な
い
が
、「
独
り
韋
應
物
・
柳
宗
元
の
み
繊 せ
ん

じ
ょ
うを
簡
古
に
発
し
、
至
味
を
淡
泊
に
寄
す
る
は
、
余
子
の
及
ぶ
所
に
非
ず （２
）」
と
、
柳
宗
元
（
七
七
三
～
八
一
九
）
と
並
べ
る
。
南
宋
・
劉
須
溪
（
一
二
三
一
～
一
二
九
四
）
は
、
盛
唐
・
孟
浩
然
（
六
八
九
～
七
四
〇
）
と
並
称
し
て
、
「
二
人
の
意
趣
相
似
る
も
、
然
れ
ど
も
入
る
処
は
、
同
じ
か
ら
ず
。
韋
詩
の
潤
な
る
者
は
石
の
如
く
、
孟
詩
は
雪
の
如
し （３
）」
と
比
較
す
る
。
明
代
に
入
る
と
、
右
の
評
語
を
ま
と
め
た
形
で
、
張
以
寧
（
一
三
〇
一
～
一
三
七
〇
）
が
、
東
晋
・
陶
淵
明
（
三
六
五
～
四
二
七
）
を
継
承
す
る
の
は
、
「
韋
孟
王
柳
」
の
四
家
で
、
彼
ら
の
秀
作
は
、
「
精
絶
超
詣
、
趣
は
景
と
会
す
」
と
述
べ
る
。
陶
淵
明
と
の
関
わ
り
は
、
元
末
明
初
・
宋
濂
（
一
三
一
〇
～
一
三
八
一
）
も
、
韋
應
物
は
劉
宋
・
謝
靈
運
（
三
八
五
～
四
三
三
）
を
祖
と
し
、
「
能
く
壹
へ
に
鮮
を
簡
淡
の
中
に
寄
せ
、
淵
明
以
来
、
蓋
し
一
人
な
る
の
み
」
と
、
謝
靈
運
詩
を
も
視
野
に
入
れ
て
指
摘
す
る （４
）。
清
代
に
至
っ
て
は
、
宋 そ
う
犖 ら
く
（
一
六
三
四
～
一
七
一
三
）
が
、
「
唐
の
王
孟
韋
柳
は
、
宋
の
蘇
軾
黄
庭
堅
梅
堯
臣
陸
游
な
り
」（『
西
陂
類
稿
』
巻
二
七
）
と
説
く
の
を
初
め
と
し
て
、
四
家
の
並
称
が
定
着
す
る
。
右
の
評
語
を
統
合
す
れ
ば
、
彼
ら
の
詩
風
は
、
「
澄
み
切
っ
て
淡
い
味
わ
い
が
、
古
風
で
細
や
か
な
趣
向
の
中
か
ら
醸
し
出
さ
れ
、
景
と
融
合
し
た
独
特
の
興
趣
」
と
い
え
よ
う
。
い
わ
ゆ
る
「
自
然
詩
人
」
あ
る
い
は
「
山
水
田
園
詩
人
」
の
系
譜
の
成
立
で
あ
る
。
四
家
並
称
の
概
要
と
経
緯
、
文
学
史
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
赤
井
益
久
「
王
孟
韋
柳
論
考
」
に
詳
し
い （
５
）。以
上
の
批
評
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
韋
應
物
は
、
謝
靈
運
・
陶
淵
明
を
祖
と
一
黒
田
真
美
子
洛
陽
時
代
を
中
心
に
韋
應
物
自
然
詩
の
変
容
其
の
一
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す
る
自
然
詩
四
家
の
系
譜
の
中
で
、
ほ
か
の
三
家
の
い
ず
れ
と
も
並
称
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
「
韋
應
物
こ
そ
が
四
家
併
称
の
関
鍵
・
紐
帯 （６
）」
な
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
理
由
は
、
以
下
の
内
容
考
察
で
漸
次
明
ら
か
に
な
る
が
、
今
、
単
純
に
外
在
的
要
因
を
挙
げ
れ
ば
、
韋
が
時
代
的
に
四
家
の
中
間
に
位
置
す
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
孟
浩
然
は
、
大
唐
帝
国
の
繁
栄
を
謳
歌
し
た
「
開
元
の
治
」
を
享
受
し
、
帝
国
の
衰
亡
が
始
ま
る
天
宝
年
間
（
七
四
二
～
七
五
五
）
を
知
ら
ず
に
逝
っ
た （７
）。
王
維
は
、
孟
よ
り
約
十
歳
年
下
で
、
四
十
歳
こ
ろ
ま
で
は
地
方
官
を
転
々
と
し
て
い
た
が
、
張
九
齢
へ
の
献
詩
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、
右
拾
遺
に
任
官
す
る
。
そ
の
頃
の
彼
を
引
き
立
て
て
く
れ
た
の
は
、
宰
相
韋
嗣
立
（
六
五
四
～
七
一
九
）
を
中
心
と
す
る
韋
氏
一
門
で
あ
っ
た
。
嗣
立
は
、
驪
山
に
山
荘
を
築
き
、
景
龍
三
年
（
七
〇
九
）、
中
宗
が
行
幸
し
た
際
、
「
逍
遥
公
」
を
贈
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
韋
應
物
の
祖
で
あ
る
北
周
・
韋
夐
の
号
で
あ
る
（
『
周
書
』
巻
三
十
一
）
。
嗣
立
は
應
物
と
は
、
別
房
（『
新
唐
書
』
巻
七
十
四
上
「
宰
相
世
系
表
」
四
上
）
で
あ
る
が
、
王
維
詩
の
「
韋
侍
郎
山
居
」
「
韋
給
事
山
居
」
な
ど
を
読
む
と
き
、
幾
ば
く
か
の
親
近
感
を
覚
え
た
で
あ
ろ
う
。
王
維
は
開
元
末
、
中
央
官
僚
（
監
察
御
史
、
殿
中
侍
御
史
）
と
し
て
長
安
に
落
ち
着
く
。
そ
の
頃
、
出
張
し
て
襄
陽
に
過
ぎ
り
、
孟
の
死
を
知
っ
て
「
哭
孟
浩
然
」
を
詠
む
。
以
降
、
帝
国
の
衰
亡
と
反
比
例
す
る
よ
う
に
次
第
に
出
世
す
る
が
、
中
央
権
力
の
身
近
で
為
す
す
べ
も
な
く
、
時
代
の
闇
が
濃
く
な
る
の
を
見
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
最
晩
年
、
遂
に
安
史
の
乱
（
七
五
五
～
七
六
三
）
に
巻
き
込
ま
れ
て
危
難
に
遭
う （８
）。
韋
應
物
が
、
同
乱
に
遭
遇
し
た
の
は
二
十
歳
頃
で
あ
る
。
十
代
後
半
、
曽
祖
父
待
價
が
則
天
武
后
朝
の
宰
相
と
い
う
恩
蔭
に
よ
っ
て
玄
宗
の
近
衛
（
右
千
牛
）
と
い
う
特
権
を
得
た
が
、
す
べ
て
を
失
っ
て
再
出
発
す
る
の
を
余
儀
な
く
さ
れ
た （９
）。
柳
宗
元
は
、
い
わ
ゆ
る
永
貞
（
八
〇
五
）
の
改
革
で
、
若
手
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
か
ら
永
州
司
馬
へ
の
左
遷
と
い
う
大
き
な
浮
沈
に
見
舞
わ
れ
る
が
、
左
遷
前
に
病
没
し
た
妻
楊
氏
の
父
楊
馮
は
、
韋
應
物
の
長
女
の
夫
楊
凌
の
長
兄
で
あ
る （
）。
こ
の
よ
う
に
四
人
の
人
生
は
、
時
代
的
に
少
し
ず
つ
重
な
り
な
が
ら
軌
跡
を
描
く
。
清
・
畢
季
卓
が
説
く
よ
う
に
王
孟
韋
柳
は
「
均
し
く
清
深
閑
澹
に
し
て
了
に
塵
俗
無
し
。
其
の
派
は
同
じ
く
陶
よ
り
出
づ
る
も
、
然
れ
ど
も
亦
た
微
か
に
処
を
同
じ
く
せ
ざ
る
有
り
」
（
陶
注
引
『
芳
菲
菲
堂
詩
話
』）
と
、
各
人
各
様
の
作
品
に
、
類
似
と
異
質
が
認
め
ら
れ
る
の
も
、
そ
れ
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
詩
人
の
鋭
い
感
性
は
、
意
識
す
る
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
時
代
の
本
質
を
反
映
す
る
。
中
で
も
最
も
過
酷
な
時
代
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
ほ
か
の
三
人
の
い
ず
れ
と
も
関
わ
る
韋
應
物
の
存
在
は
、
ま
さ
に
自
然
詩
人
の
系
譜
に
お
け
る
「
紐
帯
」
な
の
で
あ
る
。
共
時
的
な
観
点
か
ら
述
べ
れ
ば
、
韋
應
物
の
壮
年
、
三
十
代
～
四
十
代
前
半
に
該
当
す
る
の
は
大
暦
年
間
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
大
暦
十
才
子
」
に
数
え
ら
れ
る
夏
侯
審
・
吉
中
孚
・
盧
綸
・
李
端
と
も
交
遊
が
あ
っ
た （
）。
蒋
寅
『
大
暦
詩
風
』
は
当
時
の
詩
風
を
、「
寂
靜
」「
幽
雋
」「
清
空
」「
清
麗
」
な
ど
と
説
く
が
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
韋
詩
評
と
し
て
も
よ
く
用
い
ら
れ
て
お
り （
）、
乖
離
し
て
は
い
な
い
。
だ
が
蒋
氏
は
『
大
暦
詩
人
研
究
』
に
お
い
て
、
大
暦
詩
人
が
斉
・
謝
（
四
六
四
～
四
九
九
）
を
宗
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
韋
應
物
だ
け
が
陶
淵
明
詩
を
も
継
承
し
、
二
謝
の
詩
興
を
併
せ
て
、「
高
雅
閒
澹
」（
白
居
易
「
與
元九
書」）
な
独
自
の
詩
風
を
成
し
、
柳
宗
元
に
直
接
的
影
響
を
与
え
た
。
詩
形
も
、
大
暦
詩
人
が
近
体
詩
を
重
ん
じ
る
の
に
対
し
て
、
韋
詩
は
古
体
詩
を
主
と
し
、
表
現
技
巧
も
大
暦
詩
人
が
象
徴
や
連
想
、
仮
託
を
駆
使
し
て
技
巧
を
弄
す
る
の
に
対
し
て
、
韋
詩
は
質
朴
、
自
然
な
直
叙
、
抒
情
を
試
み
、
彼
を
大
暦
時
代
の
「
も
っ
と
も
特
殊
な
詩
人
」
と
評
す （
）。
は
た
し
て
そ
文
学
部
紀
要
第
七
十
一
号
二
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の
内
実
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
論
者
は
、
こ
れ
ま
で
韋
應
物
の
悼
亡
詩
（
以
下
「
韋
悼
」
と
略
す
）
を
対
象
に
、
四
稿
を
重
ね
て
そ
の
特
質
を
考
察
し
て
き
た （
）。
拙
稿
は
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
現
存
五
百
五
十
首
を
越
え
る
韋
詩
の
中
で
多
を
占
め
、
中
核
と
い
う
べ
き
自
然
詩
や
自
然
描
写
の
特
質
を
考
覈
せ
ん
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
彼
の
三
十
代
に
相
当
す
る
洛
陽
時
代
の
作
品
を
対
象
と
す
る
。
そ
の
際
、
右
の
自
然
詩
人
の
作
や
大
暦
詩
人
も
視
野
に
入
れ
て
、
韋
應
物
詩
の
本
質
に
迫
り
た
い
。
第
一
章
「
自
然
」
に
つ
い
て
「
自
然
」
と
い
う
語
は
、
実
に
多
義
的
で
あ
る
。
現
在
日
本
語
と
し
て
の
副
詞
的
用
法
（
「
し
ぜ
ん
に
」
「
し
ぜ
ん
と
」
）
は
さ
て
お
き
、
一
般
的
に
は
、
山
川
や
田
園
風
景
、
小
さ
く
は
そ
れ
ら
に
所
属
す
る
動
植
物
、
大
き
く
は
天
と
地
を
も
含
め
て
、
そ
こ
に
物
理
的
変
化
を
発
生
さ
せ
る
風
雨
な
ど
の
気
象
や
季
節
の
移
ろ
い
を
想
起
す
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
人
間
や
人
工
・
人
為
、
ひ
い
て
は
文
明
、
文
化
に
対
置
す
る
語
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
後
天
的
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
、
本
来
の
天
性
や
本
性
、
ひ
い
て
は
本
質
と
い
う
意
味
や
精
神
に
対
峙
す
る
「
外
的
経
験
の
対
象
の
総
体
。
す
な
わ
ち
、
物
体
界
と
そ
の
諸
現
象
」
（
広
辞
苑
第
六
版
）
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
の
初
め
、
n
a
tu
re
の
翻
訳
語
と
し
て
の
「
自
然
」
も
加
わ
り
混
在
し
た
結
果
で
あ
る （
）。
拙
論
が
文
中
で
用
い
る
「
自
然
」
も
、
主
と
し
て
人
事
に
対
置
す
る
大
小
、
時
空
の
様
々
な
現
実
の
様
態
や
事
物
事
象
を
意
味
す
る
。
だ
が
中
国
古
代
か
ら
の
用
例
を
繙
け
ば
、
時
代
に
よ
っ
て
変
容
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
対
象
に
、
文
学
お
よ
び
文
学
史
的
研
究
の
み
な
ら
ず
、
言
語
学
的
、
思
想
的
観
点
か
ら
の
先
行
研
究
も
少
な
く
な
い
。
池
田
知
久
「
中
国
思
想
史
に
お
け
る
自然
の
誕
生
」
は
最
も
早
い
段
階
と
し
て
は
、
戦
国
時
代
末
期
か
ら
前
漢
に
か
け
て
、
道
家
と
道
家
的
諸
書
に
用
い
ら
れ
て
、
元
来
の
「
み
ず
か
ら
」
と
い
う
意
味
が
、
思
想
史
の
展
開
の
中
で
、「
お
の
ず
か
ら
」
の
意
味
を
も
持
つ
に
至
っ
た
と
論
ず （
）。
例
え
ば
、『
老
子
』
第
十
七
章
「
悠
兮
、
其
貴
言
。
功
成
事
遂
、
百
姓
皆
謂
我
自
然
（
悠
と
し
て
其
れ
言
を
貴
ぶ
。
功
を
成
し
事
を
遂
げ
て
、
百
姓
、
皆
謂
ふ
、
我
れ
自
ず
か
ら
然
り
と
）
」
は
、
支
配
者
と
百
姓
の
関
係
を
記
す
が
、
蜂
屋
邦
夫
訳
注
は
、
「
慎
重
な
こ
と
よ
、
支
配
者
が
言
葉
を
お
し
む
こ
と
は
。
な
に
か
の
仕
事
を
成
し
遂
げ
て
も
、
ひ
と
び
と
は
み
な
、
わ
れ
わ
れ
は
自
ず
か
ら
こ
う
な
の
だ
、
と
考
え
る
」
と
訳
す （
）。
こ
の
「
自
然
」
は
、
「
オ
ノ
ズ
カ
ラ
シ
カ
リ
」
で
、
万
物
の
本
来
的
な
在
り
よ
う
、
人
為
や
作
為
の
加
わ
ら
な
い
、
あ
る
が
ま
ま
の
在
り
方
を
意
味
し
て
い
る
。
思
想
史
的
、
宗
教
学
的
解
釈
に
つ
い
て
は
、
拙
論
の
及
ぶ
所
で
は
な
い
が
、
こ
の
解
釈
は
、
後
述
の
如
く
、
六
朝
か
ら
唐
代
に
か
け
て
文
学
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
、
後
に
再
度
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。
文
学
史
的
観
点
の
基
礎
と
い
う
べ
き
研
究
と
し
て
は
、
小
尾
郊
一
『
中
國
文
學
に
現
れ
た
自
然
と
自
然
観
』
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。『
詩
經
』『
楚
辭
』
か
ら
始
ま
っ
て
、
魏
晋
南
北
朝
文
学
を
中
心
に
、
数
多
の
作
品
を
例
示
し
て
、
そ
の
変
容
を
論
述
す
る
。
詳
細
は
、
同
著
に
譲
る
が
、
「
自
然
」
の
定
義
と
し
て
は
、
「
人
間
に
対
立
し
て
い
る
も
の
、
つ
ま
り
、
自
然
界
、
自
然
現
象
と
い
う
意
味
の
自
然
」
と
し
、
「
自
然
」
が
、
人
間
界
と
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
老
荘
思
想
、
隠
思
想
の
盛
行
し
た
「
魏
晋
の
頃
で
あ
ろ
う
か
」
と
推
測
す
る （
	）。
魏
晋
に
芽
生
え
た
、
人
間
界
と
は
異
な
る
「
自
然
」
へ
の
関
心
が
、
玄
風
盛
行
の
中
、
神
秘
性
を
賦
与
さ
れ
て
仙
界
に
擬
さ
れ
、
西
晋
末
～
東
晋
・
郭
璞
（
二
七
六
～
三
二
四
）
の
「
遊
仙
詩
」
韋
應
物
自
然
詩
の
変
容
其
の
一
三
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な
ど
を
生
み
、
や
が
て
劉
宋
・
謝
靈
運
（
三
八
五
～
四
三
三
）
を
祖
と
す
る
「
山
水
詩
」
の
芽
を
次
第
に
育
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る （
）。
周
知
の
如
く
、
「
宋
初
の
文
詠
、
体
に
因
革
有
り
、
荘
老
は
退
く
を
告
げ
て
、
山
水
は
方
に
滋
し
」
（
梁
・
劉
『
文
心
雕
龍
』
明
詩
）
の
変
化
に
至
る
。
そ
の
画
期
を
遂
げ
た
謝
靈
運
詩
は
、「
形
似
」
「
巧
似
」
を
貴
ぶ
と
評
さ
れ
て
（
梁
・
鍾
嶸
『
詩
品
』
上
品
な
ど
）、
自
然
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
自
然
の
美
を
客
観
的
に
描
写
し
た
こ
と
が
斬
新
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
漠
然
と
あ
る
い
は
無
意
識
に
描
出
さ
れ
た
「
自
然
美
」
を
、
明
確
に
審
美
の
対
象
と
し
て
捉
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
玄
言
詩
と
の
決
別
で
は
な
い
。
謝
の
山
水
詩
に
は
思
弁
的
表
現
が
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
、
主
に
『
荘
子
』
の
言
辞
を
踏
ま
え
て
い
る
。
興
膳
宏
「
文
心
雕
龍
の
自
然
観
照
そ
の
源
流
を
求
め
て
」
は
、
そ
れ
ら
を
例
示
し
た
う
え
で
、
山
水
は
、
謝
靈
運
に
と
っ
て
「
瞑
想
の
場
」
で
あ
り
、
彼
の
思
弁
性
は
、
単
な
る
「
観
念
の
操
作
で
は
な
く
」
、
実
際
に
自
然
の
中
に
身
を
置
い
て
「
山
水
と
の
日
常
的
対
話
」
か
ら
出
発
し
て
い
る
と
説
く （
）。
「
山
水
へ
の
耽
と
心
の
深
層
部
」
が
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
国
平
『
山
水
詩
前
史
―
従
古詩
十
九
首
到
玄
言
詩
審
美
経
験
的
変
遷
』
も
、
玄
言
詩
の
美
学
上
の
意
義
に
つ
い
て
、
詩
歌
中
の
情
感
を
後
退
さ
せ
「
玄
思
理
趣
」
が
主
を
占
め
る
が
、
そ
れ
を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
山
水
の
自
然
を
描
き
、
「
淡
乎
寡
味
」
と
い
う
詩
興
を
成
立
さ
せ
た
と
い
う （
	）。
す
な
わ
ち
玄
言
詩
は
、
山
水
美
の
発
見
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
明
言
し
て
い
る
の
は
、
謝
靈
運
と
同
時
代
の
宗
炳
（
三
七
五
～
四
四
三
）「
画
山
水
序
」
で
あ
る
。
宗
炳
は
、
山
水
に
つ
い
て
「
質
は
有
に
し
て
趣
は
霊
な
り
」
と
そ
の
霊
性
を
認
め
、
「
形
を
以
て
道
を
媚
に
し
て
、
仁
者
は
楽
し
む
」
と
い
う
。
福
永
光
司
氏
は
こ
の
文
を
「
山
水
は
具
体
的
な
形 す
が
た
に
よ
っ
て
道
を
美
的
に
象
徴
し
、
そ
の
象
徴
と
し
て
の
美
を
仁
者
が
楽
し
ん
で
ゆ
く
。
つ
ま
り
山
水
は
道
を
美
的
に
象
徴
す
る
」
（
ル
ビ
は
福
永
氏
）
と
解
釈
す
る （

）。
同
序
は
さ
ら
に
末
尾
に
お
い
て
、
「
目
に
応
じ
て
心
に
会
す
る
を
以
て
理
と
為
す
者
は
、
之
に
類
し
て
巧
を
成
せ
ば
、
す
な
わ
ち
目
も
亦
た
同
じ
く
応
じ
、
心
も
亦
た
に
会
す
。
応
会
し
て
神
を
感
ず
れ
ば
、
神
は
超
え
理
は
得
ら
る
」
と
記
す
。
人
間
の
「
目
」
が
捉
え
る
「
形
」
（
山
水
）
に
「
心
」
が
感
応
し
て
「
理
」
を
悟
達
す
れ
ば
、
山
水
の
「
神
」
と
心
の
「
神
」
と
の
統
合
が
得
ら
れ
る
と
説
く
。
山
水
の
美
、
そ
れ
は
霊
的
精
神
的
美
で
あ
る
が
ゆ
え
に
描
く
に
値
す
る
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
心
」
が
感
応
し
て
「
理
」、
さ
ら
に
「
神
」
を
求
め
よ
う
と
す
る
の
は
、「
詩
」
と
「
画
」、
ジ
ャ
ン
ル
は
異
な
り
な
が
ら
も
、
謝
靈
運
と
相
通
じ
て
い
く
。
宗
炳
は
唐
・
張
彦
遠
『
代
名
畫
記
』
の
「
能
畫
」
に
名
を
連
ね
る
宋
代
を
代
表
す
る
画
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
有
名
な
『
明
仏
論
』
を
著
し
た
仏
教
居
士
で
も
あ
る
。
謝
靈
運
も
慧
遠
に
師
事
し
、
「
辯
宗
論
」
を
記
し
た
仏
教
信
奉
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
当
時
の
仏
教
的
思
潮
も
伺
え
よ
う
。
宗
炳
が
謝
靈
運
と
同
時
代
で
あ
る
の
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
後
述
、
蘇
軾
の
「
詩
中
画
有
り
、
画
中
詩
有
り
」
と
い
う
詩
画
同
質
論
の
萌
芽
と
い
え
よ
う
。
梁
代
に
至
る
と
、
劉
（
四
六
五
？
～
五
二
〇
？
）
は
、
「
人
禀
七
情
、
應
物
斯
感
、
感
物
吟
志
。
莫
非
自
然
（
人
は
七
情
を
禀
け
、
物
に
応
じ
て
斯
に
感
じ
、
物
に
感
じ
て
志
を
吟
ず
、
自
然
に
非
ざ
る
は
莫
し
）」（「
明
詩
」
）「
物
色
の
動
け
ば
、
心
も
亦
た
揺
ら
ぐ
」「
情
は
物
を
以
て
遷
り
、
辞
は
情
を
以
て
発
す
」（「
物
色
」
）
と
記
す
。
興
膳
氏
は
、
こ
の
「
物
」
「
物
色
」
は
、
当
時
、
自
然
の
風
物
の
総
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
自
然
の
風
物
が
人
の
心
を
動
か
し
、
そ
こ
か
ら
詩
的
感
興
が
触
発
さ
れ
る
」
の
意
と
解
す
。
す
な
わ
ち
現
在
一
般
的
な
意
味
の
「
自
然
」
は
、
こ
こ
で
は
「
物
」
「
物
色
」
で
表
さ
れ
、
こ
こ
に
見
え
る
「
自
然
」
は
、
前
掲
『
老
文
学
部
紀
要
第
七
十
一
号
四
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子
』
十
七
章
と
同
様
の
「
オ
ノ
ズ
カ
ラ
シ
カ
リ
」
（
本
来
的
な
在
り
よ
う
）
を
意
味
す
る
。
そ
の
一
方
、
「
物
は
情
を
以
て
観
ら
る
」
（
「
賦
」
）
と
あ
る
よ
う
に
、
劉
は
「
心
」
か
ら
「
物
」
へ
の
反
作
用
を
も
述
べ
て
、
両
者
の
相
互
作
用
が
あ
っ
て
こ
そ
、「
文
学
創
作
と
い
う
営
み
が
成
り
立
ち
う
る
」
の
で
あ
り
、「
形
似
」
を
求
め
て
描
出
さ
れ
る
自
然
は
、「
心
と
の
相
即
的
な
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
の
本
質
に
肉
薄
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
説
く （
）。
見
ら
れ
る
物
と
見
る
詩
人
と
い
う
我
と
の
相
即
的
関
係
、
こ
こ
に
山
水
詩
の
評
語
と
し
て
の
「
物
我
一
体
」、
換
言
す
れ
ば
「
景
情
融
合
」
が
、
理
論
的
に
明
示
さ
れ
た
原
点
を
見
出
し
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
韋
詩
に
お
け
る
「
景
情
融
合
」
を
考
え
る
う
え
で
留
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
に
「
應
物
」
の
語
が
見
え
る
の
は
、
韋
應
物
の
名
を
連
想
さ
せ
る
。
右
の
「
七
情
」
は
、『
禮
記
』
禮
運
に
も
見
え
る
が
、
仏
教
用
語
と
し
て
「
喜
怒
哀
樂
愛
悪
欲
」
（
『
釈
氏
要
覽
』
下
）
を
意
味
す
る
。
劉
は
父
亡
き
後
、
若
年
よ
り
、
『
出
三
蔵
記
集
』
を
し
た
名
僧
の
誉
れ
高
い
僧
祐
の
下
で
修
業
し
、
晩
年
に
は
、
出
家
し
て
慧
地
と
号
し
た
仏
僧
で
も
あ
る （
	）。
こ
の
「
應
物
」
も
「
七
情
」
に
続
い
て
仏
教
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
看
取
し
得
る
。
仏
典
を
調
べ
る
と
、「
應
物
」
は
、
枚
挙
に
遑
な
い
。
例
え
ば
、
北
涼
・
曇
無
讖
訳
『
金
剛
明
経
』
に
「
佛
法
法
身
、
應
物
現
形
、
如
水
中
月
（
仏
法
の
法
身
は
、
物
に
応
じ
て
形
を
現
し
、
水
中
の
月
の
如
し
）」（
巻
二
、
四
天
王
品
）
と
見
え
る
。
こ
の
経
文
は
、
古
く
は
隋
代
の
天
台
宗
の
開
祖
智
顗
や
吉
蔵
が
伝
え
、
唐
代
に
お
い
て
も
韋
應
物
に
や
や
先
ん
じ
る
禅
僧
馬
祖
道
一
（
七
〇
九
～
七
八
八
）
が
「
法
身
無
窮
、
體
無
増
減
。
能
大
能
小
能
方
能
圓
、
應
物
現
形
、
如
水
中
月
（
法
身
は
窮
り
無
く
、
体
に
増
減
無
し
。
能
く
大
に
能
く
小
に
能
く
方
に
能
く
円
に
し
て
、
物
に
応
じ
て
形
を
現
し
、
水
中
の
月
の
如
し
）
」
（
『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
八
「
江
西
大
寂
道
一
禅
師
語
」
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
「
物
」
の
仏
教
的
意
味
は
門
外
漢
に
は
正
確
に
は
不
明
だ
が
、
大
意
は
、
仏
身
（
ま
た
は
真
如
の
理
体
）
は
、
自
由
自
在
に
万
物
の
姿
に
変
え
て
現
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
論
者
は
、
韋
應
物
の
名
に
つ
い
て
、
『
荘
子
』
知
北
遊
の
「
其
用
心
不
労
、
其
應
物
無
方
（
其
の
心
を
用
ゐ
る
や
労
れ
ず
、
其
の
物
に
応
ず
る
や
無
方
な
り
）」
を
出
自
と
し
て
、
無
為
無
形
の
道
に
従
う
者
は
、「
心
を
用
い
て
も
労 つ
かれ
る
こ
と
が
な
く
、
対
象
世
界
に
自
由
自
在
に
応
接
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
」
（
福
永
光
司
訳
、
ル
ビ
も
同
氏 （

））
と
い
う
意
味
に
解
し
て
き
た
。
右
の
仏
典
の
用
例
も
、
宗
教
学
的
に
は
相
違
が
あ
ろ
う
が
、
大
意
と
し
て
は
、
『
荘
子
』
と
同
様
に
解
し
得
る
。
だ
が
も
し
仏
典
の
方
を
典
拠
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
続
く
「
如
水
中
月
」
は
、
有
名
な
南
宋
・
嚴
羽
『
滄
浪
詩
話
』
「
詩
辯
」
の
文
言
を
想
起
さ
せ
よ
う
。
盛
唐
詩
の
「
興
趣
」
を
説
明
す
る
際
の
比
喩
と
し
て
記
さ
れ
た
「
空
中
の
音
、
相
中
の
色
、
水
中
の
月
、
鏡
中
の
像
の
如
く
、
言
に
尽
く
る
有
る
も
意
に
窮
ま
る
無
し
」
で
あ
る
。
嚴
羽
は
、
馬
奔
騰
『
禅
境
與
詩
境
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
自
ら
「
以
禪
喩
詩
、
莫
此
親
切
（
全
を
以
て
詩
に
喩
ふ
、
此
れ
よ
り
親
切
な
る
は
莫
し
）
」
と
述
べ
、
そ
れ
ま
で
の
禅
に
拠
る
詩
論
を
、
系
統
的
多
角
的
に
深
め
た
文
人
で
あ
る （
）。『
滄
浪
詩
話
』
は
、
彼
の
主
著
と
し
て
、
多
く
の
仏
教
語
彙
や
思
想
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
水
中
之
月
、
鏡
中
之
像
」
も
、『
魔
訶
般
若
波
羅
蜜
經
』
や
『
文
殊
師
利
問
菩
提
經
』
（
と
も
に
鳩
摩
羅
什
漢
訳
）
を
出
自
と
す
る
文
言
で
あ
り
、
そ
の
仏
教
的
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
「
詩
辯
」
に
は
、
宋
代
初
期
の
詩
人
が
学
ん
だ
唐
代
の
詩
人
の
中
に
、
韋
應
物
の
名
が
見
え
る
。「
詩
評
」「
詩
體
」
に
も
彼
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
韋
の
模
擬
詩
「
喜
友
人
相
訪
擬
韋
蘇
州
」（
『
滄
浪
集
』
巻
二
、
五
古
四
韻
）
ま
で
詠
ん
で
お
り
、
韋
へ
の
関
心
が
明
白
で
あ
る
。
「
朝
朝
竹
林
の
院
、
戸
を
閉
ぢ
て
韋
應
物
自
然
詩
の
変
容
其
の
一
五
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残
書
を
読
む
」（
第
一
聯
）
と
、
韋
の
隠
遁
憧
憬
を
明
ら
か
に
す
る
が
、「
清
坐
毎
に
躊
躇
す
」
（
第
六
句
）
と
あ
る
よ
う
に
、
韋
詩
の
仏
教
的
要
素
へ
の
関
心
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
韋
の
た
び
た
び
の
閑
居
先
が
寺
院
で
あ
り
、
仏
僧
と
の
交
流
も
深
く
、
拙
論
「
韋
悼
」
第
三
稿
（
第
二
章
江
淹
「
悼
室
人
」
と
の
関
わ
り（
二
）
夏
の
歌
に
つ
い
て
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
仏
教
が
彼
の
詩
興
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
と
の
関
連
性
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
名
前
と
い
う
の
は
日
常
で
は
さ
ほ
ど
意
識
し
な
い
が
、
何
か
を
選
択
し
、
判
断
評
価
す
る
際
、
無
意
識
裡
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
韋
詩
の
多
面
性
を
考
え
る
う
え
で
、
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
景
情
融
合
」
に
戻
れ
ば
、
折
し
も
劉
と
同
時
代
の
何
（
？
～
五
一
八
？
）
の
作
が
、
「
自
然
美
を
詠
じ
、
そ
れ
を
郷
愁
、
旅
愁
と
対
比
さ
せ
て
、
そ
の
愁
い
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
自
然
美
を
ま
す
ま
す
鮮
明
に
さ
せ
て
い
る
」
（
小
尾
氏
前
掲
書
）
と
評
価
さ
れ
、
大
謝
の
詩
は
一
歩
退
い
て
客
観
的
に
「
自
然
を
眺
め
て
」
お
り
、
小
謝
は
、
「
自
然
と
感
情
と
を
融
合
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
方
面
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
の
が
何
」
と
詩
史
上
、
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
古
詩
紀
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
代
表
作
「
慈
姥
磯
」
（
巻
九
四
、
五
古
四
韻
）
を
挙
げ
る
。
友
人
が
舟
で
帰
郷
す
る
の
を
見
送
る
詩
で
あ
る
。
「
野
岸
に
平
沙
合
し
、
連
山
に
遠
霧
浮
か
ぶ
」（
第
三
聯
）
と
景
を
詠
む
が
、
続
い
て
、「
客
悲
し
み
て
自
ら
已
ま
ず
、
江
上
帰
舟
を
望
む
」
（
第
四
聯
）
と
情
を
吐
露
す
る
。
こ
の
景
は
、
奥
行
き
の
あ
る
白
い
砂
洲
の
広
が
り
を
り
な
が
ら
、
霧
に
よ
っ
て
次
第
に
輪
郭
が
朦
朧
と
化
し
て
ゆ
く
空
間
が
描
出
さ
れ
、
そ
の
上
部
に
彼
方
の
連
山
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
帰
り
ゆ
く
舟
を
見
守
る
詩
人
の
視
点
の
移
動
に
よ
っ
て
、
空
間
が
近
か
ら
遠
へ
、
下
方
か
ら
上
方
へ
と
双
方
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
述
（
第
三
章
）
の
如
く
、
韋
應
物
の
揚
州
旅
行
時
に
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
北
宋
・
郭
煕
の
唱
え
た
い
わ
ゆ
る
三
遠
（
髙
遠
・
平
遠
・
深
遠
）
の
一
つ
「
平
遠
」
と
い
う
構
図
に
近
似
す
る （
）。
韋
詩
か
ら
一
例
を
挙
げ
よ
う
。「
淮
上
即
事
、
寄

廣
陵
親
故
	」（
巻
二
・
五
古
四
韻
）
で
あ
る
。
①
前
舟
已
眇
眇
前
舟
已
に
眇
眇
た
り
②
欲
渡
誰
相
待
渡
ら
ん
と
欲
す
る
も
誰
か
相
待
た
ん
③
秋
山
起
暮
鐘
秋
山
暮
鐘
起
こ
り
④
楚
雨
連
滄
海
楚
雨
滄
海
に
連
な
る
⑤
風
波
離
思
滿
風
波
離
思
満
ち
⑥
宿
昔
容
鬢
改
宿
昔
容
鬢
改
ま
る
⑦
獨
鳥
下
東
南
独
鳥
東
南
に
下
る
⑧
廣
陵
何
處
在
広
陵
何
れ
の
処
に
か
在
る
詳
し
く
は
、
第
三
章
に
譲
る
が
、
揚
州
帰
路
の
淮
水
の
ほ
と
り
で
の
作
。
畳
語
は
、
主
に
擬
音
語
擬
態
語
の
機
能
を
有
す
る
が
、
韋
は
多
用
し
、
そ
の
多
く
は
持
続
作
用
が
あ
る
。
持
続
は
、
同
じ
状
態
に
は
止
ま
ら
ず
、
何
ら
か
の
変
化
を
呈
す
る
。
こ
こ
で
は
擬
態
語
と
し
て
用
い
ら
れ
、
「
眇
眇
」
は
、
前
方
に
見
え
て
い
た
舟
が
次
第
に
遠
ざ
か
る
さ
ま
を
詠
い
、
奥
行
き
の
あ
る
空
間
が
構
築
さ
れ
る
。
何
詩
と
同
様
、
詩
人
の
視
界
に
夕
靄
に
け
ぶ
る
山
容
が
ぼ
ん
や
り
と
入
っ
て
く
る
。
こ
れ
も
「
平
遠
」
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
い
つ
し
か
雨
が
降
り
始
め
、
湿
気
を
含
み
く
ぐ
も
る
鐘
の
音
が
雨
音
と
と
も
に
流
れ
な
が
ら
、
水
嵩
が
増
え
て
ゆ
く
。
聴
覚
か
ら
視
覚
へ
、
果
て
は
「
滄
海
」
へ
と
流
れ
て
、
茫
漠
た
る
空
間
に
拡
大
さ
れ
る
。
こ
の
膨
満
感
が
、
⑤
文
学
部
紀
要
第
七
十
一
号
六
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「
満
」
に
「
連
」
な
り
、
情
と
の
融
合
が
表
現
さ
れ
る
。
何
詩
に
は
な
い
鐘
の
音
が
、
韋
詩
の
独
自
性
と
い
え
よ
う
が
、
何
詩
の
空
間
の
拡
大
が
、
「
客
悲
」
と
い
う
情
の
果
て
し
な
さ
と
相
呼
応
し
て
い
る
点
は
、
韋
詩
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
を
最
も
明
確
に
見
出
せ
る
の
は
、「
野
夕
、
答
孫郎

」
（
『
古
詩
紀
』
巻
八
四
、
五
古
四
韻
）
で
あ
る
。
「
山
中
に
気
色
満
ち
、
墟
上
に
煙
霧
生
ず
。
杳
杳
と
し
て
星
は
雲
よ
り
出
で
、
啾
啾
と
し
て
雀
は
樹
に
隠
る
」
と
夕
靄
に
け
ぶ
る
山
中
の
景
観
を
星
空
も
含
め
て
描
写
し
た
後
、
⑤
虚
館
無
賓
客
虚
館
に
賓
客
無
く
⑥
幽
居
乏
懽
趣
幽
居
に
懽
趣
乏
し
⑦
思
君
意
不
窮
君
を
思
へ
ば
意
窮
ま
ら
ず
⑧
長
如
流
水
注
長
き
こ
と
流
水
の
注
ぐ
が
如
し
と
詠
う
。
⑥
「
幽
居
」
が
韋
詩
の
代
表
作
の
詩
題
（
巻
八
、
五
古
六
韻
）
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
と
も
か
く
、
第
四
聯
の
表
現
も
、
韋
詩
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
「
子
を
想
ひ
て
意
窮
ま
り
無
し
」「
清
川
思
ひ
窮
ま
り
無
し
」、
前
者
は
、「
韋
悼
」
20、
亡
妻
の
兄
弟
に
寄
せ
た
作
（
「
過
扶
風
精
舎
舊
居
、
簡
朝
宗
・
巨
川
兄
弟
」
巻
二
）、
後
者
は
親
友
の
李
を
送
る
作
（「
送

李


」
巻
四
）
で
あ
る
。
小
尾
氏
は
、
何
の
当
該
作
に
つ
い
て
、「
山
中
の
夕
方
の
景
色
を
詠
じ
な
が
ら
も
、
君を
思
う
情
が
、
ほ
の
か
に
、
そ
の
景
色
の
中
に
投
影
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
何
の
山
水
詩
の
特
色
を
、「
自
然
美
と
感
情
の
融
合
」
と
す
る
。「
の
ち
の
中
国
の
詩
の
理
想
と
す
る
情
景
融
合
と
い
う
境
地
は
、
何
の
頃
に
お
い
て
、
地
歩
が
固
ま
っ
て
来
て
い
る （
	）」
と
論
ず
。
同
時
代
の
劉

と
の
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
韋
應
物
の
何
詩
へ
の
関
心
の
在
処
を
推
考
し
得
る
の
で
あ
る
。
韋
應
物
は
、
対
象
（
被
模
擬
者
）
が
明
確
な
模
擬
詩
を
二
種
詠
む
が
、
一
人
は
陶
淵
明
、
も
う
一
人
が
何
で
あ
る
（「
效
何
水
部
二
首
」
巻
一
、
五
古
二
韻
」）。「
夕
漏
起
遥
怨
、
蟲
響
亂
秋
陰
。
反
復
相
思
字
、
中
有
故
人
心
（
夕
漏
遥
怨
を
起
こ
し
、
虫
響
秋
陰
を
乱
す
。
反
復
す
相
思
の
字
、
中
に
故
人
の
心
有
り
）」（
其
二
）
と
詠
む
。
何
は
斉
梁
当
時
に
起
こ
っ
た
宮
体
閨
怨
詩
も
試
み
て
い
る
が
、
そ
の
模
擬
で
あ
る
。
孫
望
箋
評
は
、
当
該
作
を
大
暦
の
初
め
、
韋
の
洛
陽
丞
時
代
の
作
と
推
定
し （
）、
「
何
の
詩
体
に
效
ひ
て
、
正
に
此
れ
を
以
て
芳
年
の
情
思
を
抒
ぶ
る
の
み
」
と
記
す
。
「
古
詩
十
九
首
」
其
十
七
を
踏
ま
え
る
「
相
思
の
字
」
を
用
い
た
情
を
、
聴
覚
的
な
景
物
と
連
動
さ
せ
て
い
る
。
小
尾
氏
は
、
何
の
宮
体
詩
も
、
「
自
然
美
と
艶
情
と
が
融
合
し
て
、
新
し
い
境
地
が
開
か
れ
て
い
る
」
と
評
す
。
詳
細
は
別
の
機
会
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
韋
が
何
に
格
別
の
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
模
擬
詩
作
成
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
り
、
特
に
そ
の
「
景
情
融
合
」
を
重
要
視
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
す
れ
ば
、
韋
自
身
が
作
詩
す
る
上
で
も
、
そ
れ
を
明
確
に
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
景
情
融
合
」
と
い
う
観
点
は
、
唐
代
に
入
っ
て
孟
・
王
の
自
然
詩
評
に
も
不
可
欠
の
評
語
で
あ
り
、
韋
應
物
の
悼
亡
詩
の
特
色
と
し
て
も
指
摘
さ
れ
る （
）。
だ
が
得
て
し
て
「
景
情
融
合
」
を
以
て
結
論
と
し
、
そ
の
実
相
や
、
融
合
の
如
何
、
契
機
、
理
由
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
な
い
。
拙
論
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
自
然
詩
考
察
の
観
点
と
し
、
孟
・
王
両
詩
と
の
比
較
を
勘
案
し
な
が
ら
、
そ
の
実
相
を
審
究
し
た
い
。
こ
の
ほ
か
先
行
研
究
の
中
で
、
笠
原
仲
二
『
中
国
人
の
自
然
観
と
美
意
識
』
は
、
「
美
」
と
の
関
わ
り
を
も
命
題
と
し
て
い
て
興
味
深
い
。
拙
論
の
問
題
意
識
と
重
な
る
か
ら
で
あ
る
が
、
「
美
意
識
」
に
つ
い
て
は
一
先
ず
措
く
こ
と
に
し
て
、
笠
原
氏
韋
應
物
自
然
詩
の
変
容
其
の
一
七
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は
「
自
然
」
に
つ
い
て
、「
真
」「
理
」
と
の
関
連
性
を
立
証
し
た
う
え
で
、
三
者
共
通
の
意
味
・
本
質
を
以
下
の
よ
う
に
論
ず
。
「
何
れ
も
人
間
的
作
為
に
な
る
も
の
で
は
な
く
て
、
自 オノズ
か
ら
成
っ
た
も
の
（
自
成
的
自
然
）、
あ
る
い
は
自 はじめ
（
本
來
）
の
ま
ま
の
も
の
（
自
若
（
如
）
的
自
然
）
と
し
て
、
そ
の
内
實
が
、
何
も
の
に
も
い
か
く
さ
れ
て
い
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち
外
内
が
一
致
し
て
虚
偽
性
の
な
い
も
の
、
人
間
に
對
し
て
は
所
與
的
、
不
可
抗
力
的
か
つ
不
變
、
不
易
的
の
も
の
」
（
ル
ビ
は
笠
原
氏
）
と
記
す （
）。
こ
の
見
解
は
、
前
述
の
『
老
子
』
な
ど
古
代
の
「
自
然
」
観
で
あ
る
が
、
謝
靈
運
が
「
自
然
」
の
中
で
悟
達
の
心
境
を
得
た
よ
う
に
、
「
自
然
」
を
「
人
間
」
と
対
立
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、
人
間
の
「
作
為
」
と
の
対
立
で
あ
り
、
人
間
自
身
に
お
い
て
も
、
本
来
的
に
与
え
ら
れ
た
不
可
抗
力
の
本
性
と
い
う
意
味
と
し
て
成
立
す
る
。
こ
こ
に
、
「
作
為
」
の
渦
巻
く
俗
世
や
俗
人
と
の
対
比
が
生
ま
れ
る
所
以
も
認
め
ら
れ
よ
う
。
謝
靈
運
は
、
前
述
の
如
く
、『
荘
子
』
を
典
故
と
し
て
悟
達
を
表
明
す
る
が
、『
老
子
』
も
前
掲
第
十
七
章
以
外
に
「
自
然
」
と
「
人
間
」
と
の
関
わ
り
を
こ
う
述
べ
る
。
「
人
法
地
、
地
法
天
、
天
法
道
、
道
法
自
然
（
人
は
地
に
法 のっ
とり
、
地
は
天
に
法
り
、
天
は
道
に
法
り
、
道
は
自
然
に
法
る
）
」
（
第
二
十
五
章
）
と （
）。
『
老
子
』
に
つ
い
て
は
古
来
、
多
く
の
研
究
が
あ
り
、
更
に
近
年
の
考
古
学
的
発
見
に
よ
っ
て
テ
キ
ス
ト
の
問
題
も
加
わ
り
、
多
様
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
第
二
十
五
章
に
つ
い
て
も
、
諸
説
あ
る （
）。
ま
し
て
道
家
思
想
の
根
幹
で
あ
る
道
に
つ
い
て
拙
論
は
言
及
し
得
な
い
が
、
蜂
屋
訳
注
を
参
照
す
れ
ば
、
右
の
文
言
が
説
く
の
は
、
「
人
」
は
天
地
を
包
摂
す
る
森
羅
万
象
も
し
く
は
宇
宙
の
中
で
、
天
地
の
あ
り
よ
う
に
則
し
て
心
身
を
委
ね
れ
ば
、
「
自
ず
か
ら
然
り
」
と
い
う
存
在
と
し
て
生
き
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
自
然
」
は
前
掲
劉
「
明
詩
」
	の
「
莫
非
自
然
」
と
同
様
、
名
詞
的
用
法
で
あ
り
、
池
田
氏
の
説
く
よ
う
に
、
そ
の
ほ
か
の
多
数
の
副
詞
的
用
法
（
お
の
ず
か
ら
、
あ
る
が
ま
ま
に
、
本
来
的
に
）
と
は
異
な
る
新
し
い
用
法
で
あ
る
が
、
道
家
的
思
弁
性
に
変
わ
り
は
な
い
。
第
二
十
五
章
は
、
後
述
の
如
く
、
詩
語
と
し
て
の
「
自
然
」
の
典
拠
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
魏
晋
か
ら
劉
宋
に
か
け
て
山
水
の
美
が
発
見
さ
れ
る
が
、
「
自
然
」
と
い
う
語
自
体
に
は
、
現
実
的
山
水
の
意
味
は
見
え
ず
、
相
変
わ
ら
ず
副
詞
的
・
名
詞
的
用
法
や
道
家
的
意
味
が
認
め
ら
れ
る
。
魏
晋
六
朝
を
通
じ
て
最
多
を
占
め
る
三
国
魏
・

康
（
二
二
三
～
二
六
二
）
の
作
品
は
代
表
作
「
琴
賦
」
な
ど
の
辭
賦
も
含
め
て
す
べ
て
（
四
十
七
例
）、「
オ
ノ
ズ
カ
ラ
」
ま
た
は
「
オ
ノ
ズ
カ
ラ
シ
カ
リ
」
の
意
味
で
あ
る （
）。
だ
が
東
晋
に
至
っ
て
陶
淵
明
の
作
四
例
の
中
で
次
の
詩
が
、
現
実
的
具
体
的
な
自
然
と
の
緊
密
な
関
係
を
示
唆
す
る
。
人
口
に
膾
炙
す
る
「
歸
園田
居
」
五
首
其
一
で
あ
る
。「
少
く
し
て
俗
に
適
す
る
願
ひ
無
く
、
性
本
丘
山
を
愛
す
」
と
、
世
俗
と
「
丘
山
」
と
の
対
比
か
ら
詠
い
始
め
る
。
世
塵
に
ま
み
れ
て
三
十
年
、
⑤
⑥
「
羈
鳥
は
旧
林
を
恋
ひ
、
池
魚
は
故
淵
を
思
ふ
」
。
こ
の
鳥
魚
と
同
様
、
郷
里
の
「
丘
山
」
へ
の
思
い
断
ち
難
く
、
⑧
「
拙
を
守
り
て
園
田
に
帰
る
」
。
帰
郷
し
た
「
草
屋
」
や
村
里
を
桃
源
郷
に
擬
え
て
描
き
、
⑪
楡
柳
蔭
後
簷
楡
柳
は
後
簷
を
蔭
ひ
⑫
桃
李
羅
堂
前
桃
李
は
堂
前
に
羅
る
⑬
曖
曖
遠
人
村
曖
曖
た
り
遠
人
の
村
⑭
依
依
墟
里
煙
依
依
た
り
墟
里
の
煙
⑮
狗
吠
深
中
狗
は
吠
ゆ
深
の
中
⑯
鷄
鳴
桑
樹
巓
鶏
は
鳴
く
桑
樹
の
巓
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⑰
戸
庭
無
塵
雜
戸
庭
に
塵
雑
無
く
⑱
室
有
餘
閑
虚
室
に
余
閑
有
り
⑲
久
在
樊
籠
裏
久
し
く
樊
籠
の
裏
に
在
る
も
⑳
復
得
返
自
然
復
た
自
然
に
返
る
を
得
た
り
と
詠
う
。
最
後
の
⑳
「
自
然
」
は
各
種
の
訳
注
が
説
く
よ
う
に
、
「
人
工
を
加
へ
ぬ
本
来
の
姿
、
即
ち
淵
明
が
愛
す
る
絶
対
自
由
の
境
界
」（
鈴
木
虎
雄
『
陶
淵
明
詩
解 （
）』）
と
い
う
前
述
の
道
家
的
意
味
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
用
例
や
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
異
な
り
、
世
塵
と
対
置
す
る
現
実
的
自
然
と
の
密
接
な
関
わ
り
に
お
い
て
詠
わ
れ
て
い
る
。
当
該
箇
所
の
袁
行
霈
箋
注
は
、
『
老
子
』
第
二
十
五
章
な
ど
を
引
い
て
、
陶
淵
明
の
「
自
然
」
は
、「
老
荘
の
哲
学
範
疇
」
を
踏
ま
え
る
と
説
き
、「
自
在
の
状
態
」
を
意
味
し
、「
淵
明
哲
学
思
考
之
核
心
」
と
述
べ
た
上
で
、「
返
自
然
」
に
つ
い
て
、
「
大
自
然
、
自
然
界
」
と
い
う
解
釈
も
あ
る
が
正
し
く
な
い
と
説
く （
）。
袁
氏
が
か
よ
う
に
力
説
す
る
の
は
、
こ
の
「
自
然
」
が
大
自
然
と
誤
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
⑧
「
歸
園
田
」
と
類
似
す
る
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
こ
の
「
自
然
」
は
、
従
来
と
同
一
の
道
教
的
意
味
で
あ
り
な
が
ら
、
従
来
と
は
異
な
り
、
「
丘
山
」
や
鳥
魚
、
「
楡
柳
」
「
桃
李
」
「
桑
樹
」
と
い
う
自
然
の
風
物
と
の
親
近
性
を
鮮
や
か
に
物
語
る
。
「
自
然
」
と
い
う
「
絶
対
自
由
」
の
境
地
は
、
現
実
的
空
間
や
そ
こ
に
属
す
る
景
物
に
親
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
獲
得
で
き
る
と
い
う
新
た
な
要
素
が
賦
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
陶
淵
明
は
周
知
の
如
く
、
当
時
の
評
価
は
「
中
品
」
と
低
く
、
そ
の
影
響
力
は
あ
ま
り
な
い
。
た
だ
梁
代
に
至
っ
て
、
江
淹
（
四
四
四
～
五
〇
五
）
が
「
江
上
之
山
賦
」
に
お
い
て
、
激
流
と
そ
の
ほ
と
り
の
万
仞
の
山
を
詠
い
、
山
中
の
草
木
を
こ
う
描
く
。「
見
紅
草
之
交
生
、
眺
碧
樹
之
四
合
。
草
自
然
而
千
花
、
樹
無
情
而
百
色
（
紅
草
の
交
々
生
ず
る
を
見
、
碧
樹
の
四
合
な
る
を
眺
む
。
草
は
自
然
に
し
て
千
花
、
樹
は
無
情
に
し
て
百
色
）
」
と （
）。
「
紅
草
」
「
碧
樹
」
な
ど
、
康
「
琴
賦
」
と
同
様
の
神
仙
趣
向
が
認
め
ら
れ
、
己
の
不
遇
感
を
出
世
間
と
し
て
の
山
水
に
託
し
た
虚
構
的
空
間
で
あ
り
、
こ
の
「
自
然
」
も
「
無
情
」
の
対
語
と
し
て
、
や
は
り
「
オ
ノ
ズ
カ
ラ
シ
カ
リ
」
の
意
と
解
さ
れ
る
。
だ
が
「
草
」
を
主
語
に
し
て
い
る
点
で
、
現
実
の
自
然
と
の
親
近
性
を
見
出
せ
よ
う
。
江
淹
の
代
表
作
「
雑
體
」
三
十
首
に
は
、
い
み
じ
く
も
「
陶
徴
君
田
居
」
（
其
二
十
二
）
と
題
し
て
陶
詩
の
模
擬
を
試
み
て
い
る
の
で
、
江
淹
の
「
歸
園
田
居
」
へ
の
関
心
は
明
ら
か
で
あ
り
、
陶
の
「
自
然
」
の
新
し
さ
が
江
淹
に
影
響
を
与
え
た
と
み
る
の
は
、
強
ち
的
外
れ
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
後
、
魏
晋
南
北
朝
で
は
信
の
詩
文
に
六
例
見
え
る
が
、
新
味
は
な
い
。
唐
代
に
入
り
、
初
唐
で
は
王
勃
に
七
例
、
張
九
齢
に
三
例
あ
る
が
、
と
も
に
従
来
の
語
法
・
意
味
内
容
を
踏
襲
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
張
説
（
六
六
七
～
七
三
〇
）
「
聞
雨
」
二
首
（
其
二
、
五
古
七
韻
）
は
、
明
ら
か
に
陶
詩
を
踏
ま
え
て
い
る
。
浮
沈
の
激
し
い
官
歴
を
送
っ
た
張
説
は
「
従
来
五
十
年
」
の
人
生
を
回
顧
し
て
、
「
將
心
徇
物
、
近
得
還
自
然
。
閑
居
草
木
侍
、
室
鬼
神
憐
（
り
て
心
を
将
っ
て
物
に
徇
ひ
、
近
ご
ろ
自
然
に
還
る
を
得
た
り
。
閑
居
草
木
侍
り
、
虚
室
鬼
神
憐
れ
む
）」
と
詠
う
。
四
十
歳
後
半
か
ら
五
十
歳
こ
ろ
の
張
説
は
、
宰
相
姚
崇
（
六
五
一
～
七
二
一
）
と
の
確
執
に
敗
れ
て
、
相
州
や
岳
州
に
左
遷
さ
れ
た
不
遇
期
で
、
そ
の
後
、
開
元
七
年
（
七
一
九
）
か
ら
復
帰
昇
格
し
て
行
く
の
で
、
お
そ
ら
く
岳
州
の
頃
の
作
で
あ
ろ
う （
	）。
陶
潛
の
「
歸
園
田
居
」
を
踏
ま
え
た
こ
の
詩
句
の
「
自
然
」
は
、
純
粋
な
大
自
然
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、「
草
木
が
侍
る
」
閑
居
生
活
の
意
に
解
し
得
る
。
盛
唐
に
入
っ
て
、
杜
甫
（
七
一
二
～
七
七
〇
）
詩
に
も
、
陶
詩
の
影
響
が
認
め
ら
韋
應
物
自
然
詩
の
変
容
其
の
一
九
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れ
る
。
「
我
生
性
放
誕
、
雅
欲
逃
自
然
。
嗜
酒
受
風
竹
、
卜
居
必
林
泉
（
我
が
生
性
は
放
誕
、
雅 つ
ねに
自
然
に
逃
れ
ん
と
欲
す
。
酒
を
嗜
み
て
風
竹
を
受
け
、
卜
居
は
必
ず
林
泉
）
」
（
「
寄
題
江
外
草
堂
」
五
古
十
六
韻
、
第
一
・
二
聯
）
と
詠
う
。
黄
鶴
補
注
は
、
「
自
然
は
道
な
り
。
釈
氏
は
之
を
逃
禅
と
謂
ひ
、
儒
者
は
之
を
逃
自
然
と
謂
ふ
」
と
記
し
、
仇
兆
鰲
注
は
「
飄
逸
に
し
て
自
然
に
任
す
」
の
詩
句
を
引
く （
）。
い
ず
れ
の
注
も
「
任
誕
」
と
い
う
竹
林
の
七
賢
に
因
む
道
家
的
価
値
観
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
れ
に
続
く
「
風
竹
」
「
林
泉
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
陶
淵
明
の
隠
を
想
起
さ
せ
る
。
自
然
詩
人
の
系
譜
に
連
な
る
孟
浩
然
詩
（
一
例
）
は
、
「
卜
築
依
自
然
、
檀
溪
不
更
（
卜
築
自
然
に
依
り
、
檀
溪
更
に
は
た
ず
）」（「
冬
至
後
、
過
呉張
二
子
檀
溪
別
業
」五
言
排
律
、
第
一
聯
）
と
詠
む
。「
檀
溪
」
と
は
湖
北
省
襄
樊
市
西
南
の
渓
谷
で
、
呉
氏
張
氏
（
未
詳
）
の
別
荘
は
、
「
自
然
」
の
ま
ま
の
地
形
を
生
か
し
て
、
ま
っ
た
く
人
為
を
加
え
て
い
な
い
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
「
あ
り
の
ま
ま
の
状
態
」
に
基
づ
く
と
は
い
え
、
人
為
・
人
工
に
対
峙
す
る
現
実
的
自
然
の
意
と
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か （
）。
一
方
、
十
年
ほ
ど
時
代
の
下
る
王
維
詩
（
二
例
）
の
例
は
、
完
全
に
道
教
的
解
釈
で
あ
る
。「
奉
和聖
製
慶
玄
元
皇
帝
玉
像
之
作
應制
」（
巻
十
一
、
五
言
排
律
六
韻
）
は
、
唐
朝
の
始
祖
と
し
て
「
太
上
玄
元
皇
帝
」
と
号
さ
れ
た
老
子
の
玉
像
を
寿
ぐ
應
制
詩
で
あ
る （
）。
第
六
聯
に
お
い
て
「
願
奉
無
爲
化
、
齋
心
學
自
然
（
願
は
く
は
無
為
の
化
を
奉
り
、
斎
心
自
然
を
学
ば
ん
）
」
と
結
ぶ
。
清
・
趙
殿
成
は
こ
の
「
自
然
」
に
『
老
子
』
第
二
十
五
章
の
注
を
付
し
て
い
る
の
も
、
首
肯
し
得
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
六
朝
以
後
の
詩
賦
史
に
お
け
る
「
自
然
」
は
、
『
老
子
』
な
ど
の
道
家
的
意
味
を
保
持
し
つ
つ
、
陶
淵
明
詩
が
そ
の
境
地
を
実
現
す
る
空
間
と
し
て
大
自
然
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
こ
と
に
な
り
、
盛
唐
の
孟
詩
に
ほ
ぼ
現
実
的
自
然
と
同
じ
意
味
を
見
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
で
は
韋
應
物
は
こ
の
「
自
然
」
を
ど
の
よ
う
に
詠
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
韋
詩
中
の
「
自
然
」
は
四
例
で
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
副
詞
的
用
法
「
オ
ノ
ズ
カ
ラ
」
と
し
て
句
頭
に
措
か
れ
た
の
が
三
例
、
句
末
に
お
か
れ
た
名
詞
的
用
法
が
一
例
で
あ
る
。
名
詞
的
用
例
だ
け
を
挙
げ
よ
う
。
「
贈
李
	
」（
巻
二
、
五
古
五
韻
）
の
第
二
句
に
見
え
る
。
①
絲
桐
本
異
質
絲
と
桐
は
本
よ
り
質
を
異
に
す
る
も
②
音
響
合
自
然
音
響
自
然
に
合
す
③
吾
觀
造
化
意
吾
造
化
の
意
を
観
る
に
④
二
物
相
因
縁
二
物
相
因
縁
あ
り
李
	は
、
妻
の
従
弟
で
韋
の
親
友
、
洛
陽
時
代
か
ら

州
時
代
ま
で
、
多
く
の
詩
の
応
酬
が
あ
る （
）。
こ
の
詩
も
「
断
琴
の
交
わ
り
」
で
有
名
な
故
事
を
踏
ま
え
て
、
④
「
因
縁
」
深
い
友
情
を
表
現
し
て
い
る
。
二
人
を
絃
（
糸
）
と
桐
に
喩
え
、
両
者
は
無
論
、
材
質
は
違
う
が
、
琴
と
な
っ
て
音
曲
を
奏
で
れ
ば
、
異
質
性
を
超
え
て
融
合
し
、
本
来
あ
る
べ
き
存
在
の
よ
う
に
調
和
の
と
れ
た
調
べ
を
響
か
せ
る
。
そ
れ
は
天
地
宇
宙
と
共
鳴
す
る
本
質
的
響
き
で
あ
り
、
『
荘
子
』
「
齊
物
論
」
の
「
天
籟
」
（
自
然
の
音
響
）
に
通
じ
て
い
く
。
さ
す
れ
ば
、
「
オ
ノ
ズ
カ
ラ
シ
カ
リ
」
と
い
う
道
家
的
意
味
が
天
籟
と
い
う
響
き
に
よ
っ
て
、
彼
の
想
念
の
中
で
、
現
実
（
音
響
）
と
思
弁
性
が
融
合
す
る
と
い
う
試
み
に
な
ろ
う
。
韋
と
李
、
二
人
の
交
遊
か
ら
生
ま
れ
る
友
愛
が
、
互
い
の
心
に
響
き
合
っ
て
一
つ
と
な
り
、
天
地
宇
宙
の
摂
理
に
合
致
し
た
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調
べ
と
し
て
共
鳴
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
詩
（「
春
日
郊
居
、
寄
萬年
吉
少
府
中
孚
、
三
原
盧
少
府
偉
、
夏
侯
校
書
審
」
巻
二
、
五
古
四
韻
）
に
「
自
然
」
の
語
は
な
い
が
、
現
実
の
自
然
の
美
し
さ
に
身
を
委
ね
て
「
天
籟
」
を
聞
き
と
り
、
そ
の
響
き
を
感
受
し
、
そ
こ
に
自
ら
の
声
を
も
響
か
せ
て
ま
さ
に
共
鳴
し
て
、
現
実
を
超
え
て
ゆ
く
。
①
谷
鳥
時
一

谷
鳥
時
に
一
た
び
り
②
田
園
春
雨
餘
田
園
春
雨
の
余
③
光
風
動
林
早
光
風
林
を
動
か
す
こ
と
早
く
④
髙
窗
照
日
初
高
窗
日
を
照
ら
す
の
初
め
⑤
獨
飮
澗
中
水
独
り
飲
む
澗
中
の
水
⑥
吟
詠
老
子
書
吟
詠
す
老
子
の
書
⑦
城
闕
應
多
事
城
闕
応
に
多
事
な
る
べ
し
⑧
誰
憶
此
閑
居
誰
か
憶
は
ん
此
の
閑
居
を
雨
上
り
の
春
の
②
「
田
園 （
）」
を
、
そ
ぞ
ろ
歩
き
し
な
が
ら
心
行
く
ま
で
楽
し
む
詩
人
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。
鳥
の
り
に
耳
を
傾
け
、
風
の
さ
や
ぎ
に
揺
れ
る
木
々
か
ら
は
、
水
滴
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
き
な
が
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
。
谷
川
に
近
づ
く
と
清
ら
か
な
水
で
喉
を
潤
し
、
瑞
々
し
い
緑
の
谷
間
に
『
老
子
』
の
文
言
が
響
き
渡
る
。
漸
層
法
に
よ
る
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
第
二
十
五
章
も
吟
じ
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
他
で
も
な
く
『
老
子
』
が
吟
じ
ら
れ
る
必
然
性
は
、
韋
應
物
自
身
が
、
「
オ
ノ
ズ
カ
ラ
シ
カ
リ
」
と
い
う
天
地
宇
宙
と
共
感
す
る
「
無
為
自
然
」
を
体
感
し
て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
人
が
生
来
有
し
て
い
る
五
感
が
生
き
生
き
と
蘇
る
か
の
よ
う
で
、
ま
さ
に
彼
本
来
の
自
若
た
る
存
在
と
し
て
、
大
自
然
と
同
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
四
聯
は
、
閑
居
と
役
人
生
活
を
対
比
す
る
。
当
該
は
建
中
二
年
（
七
八
一
）
の
作
と
さ
れ
、
当
時
、
韋
應
物
は
、
長
安
郊
外
の
水
の
ほ
と
り
、
善
福
精
舎
で
閑
居
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
こ
の
詩
を
寄
せ
た
前
述
「
大
暦
十
才
子
」
の
二
人
を
含
む
三
人
は
、
萬
年
県
・
三
原
県
の
「
少
府
（
県
尉
）
」
や
「
校
書
郎
」
と
し
て
出
仕
の
身
。
⑦
「
城
闕
」
す
な
わ
ち
、
城
壁
宮
門
に
囲
ま
れ
た
閉
鎖
空
間
を
表
す
語
彙
を
用
い
、
そ
の
中
で
、
「
多
事
」
に
追
わ
れ
る
三
人
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
。
か
れ
ら
は
多
忙
ゆ
え
、
こ
の
春
の
自
然
と
、
そ
れ
を
⑤
「
独
り
」
楽
し
む
私
を
、
心
の
端
に
で
も
思
い
起
こ
す
余
裕
は
ま
っ
た
く
な
い
だ
ろ
う
と
、
反
語
で
強
調
し
て
締
め
く
く
る
。
こ
こ
に
籠
め
ら
れ
た
の
は
、
彼
ら
へ
の
同
情
か
、
は
た
ま
た
彼
ら
に
顧
み
ら
れ
な
い
寂
し
さ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
綯
い
交
ぜ
の
心
情
と
解
す
る
に
し
て
も
、
前
の
三
聯
の
生
気
に
れ
た
瑞
々
し
い
自
然
描
写
と
の
落
差
が
際
立
つ
。
韋
應
物
の
「
自
然
」
へ
の
思
い
入
れ
が
観
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
「
自
然
」
は
、
「
み
ず
か
ら
」
と
い
う
本
来
的
意
味
か
ら
、
道
家
の
思
想
史
的
展
開
の
な
か
で
「
お
の
ず
か
ら
」
の
意
が
加
わ
り
、
そ
れ
ら
の
副
詞
的
用
法
の
み
な
ら
ず
、
名
詞
的
用
法
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
拡
大
は
、
陶
淵
明
詩
に
よ
っ
て
道
家
的
境
地
を
実
現
す
る
空
間
と
し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
実
の
自
然
に
近
づ
い
て
い
く
。
孟
浩
然
詩
で
は
ほ
ぼ
大
自
然
と
同
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
韋
應
物
詩
で
は
、
現
実
と
超
俗
的
思
弁
性
、
両
者
の
融
合
と
も
い
う
べ
き
表
現
を
指
摘
し
得
た
。
「
自
然
詩
」
の
系
譜
に
つ
い
て
戻
れ
ば
、
多
く
の
文
学
史
が
挙
げ
る
の
は
、
右
の
謝
靈
運
を
祖
と
す
る
「
山
水
詩
」
と
東
晋
・
陶
淵
明
を
祖
と
す
る
「
田
園
詩
」
、
二
つ
の
潮
流
で
あ
る （
	）（
陶
詩
に
関
し
て
は
、
折
に
触
れ
て
言
及
し
、
こ
こ
で
は
贅
言
を
韋
應
物
自
然
詩
の
変
容
其
の
一
一
一
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省
く
）。
だ
が
唐
代
に
入
る
と
、
王
國
瓔
『
中
國
山
水
詩
研
究
』
が
論
ず
る
よ
う
に
、
先
に
挙
げ
た
「
王
孟
韋
柳
」
は
、
二
大
潮
流
の
い
ず
れ
か
の
詩
派
に
分
類
で
き
な
く
な
る
。
彼
ら
は
、
山
水
詩
も
詠
え
ば
、
田
園
詩
も
詠
い
、
一
の
中
に
、
山
水
と
田
園
の
両
風
趣
を
表
現
す
る
。
王
氏
の
言
を
借
り
れ
ば
、「
山
水
と
田
園
情
趣
の
合
流
」
で
あ
る （
）。
拙
論
で
は
、
先
述
の
如
く
、
「
自
然
詩
人
」
と
ほ
ぼ
同
義
語
と
し
て
「
山
水
田
園
詩
人
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
た
が
、
こ
の
「
自
然
」
と
は
、
「
山
水
」
と
「
田
園
」、
二
つ
の
詩
興
を
含
む
総
称
の
意
で
も
あ
る
。
右
に
引
い
た
韋
應
物
の
「
春
日
郊
居
～
」
詩
に
お
い
て
も
、
「
田
園
」
は
陶
淵
明
に
因
む
詩
語
で
あ
り
、
第
五
句
は
、
謝
靈
運
の
名
句
「
石
に
憩
ひ
て
飛
泉
を
む
」（「
初
去
郡
」）
を
髣
髴
と
さ
せ
、
二
つ
の
潮
流
が
認
め
ら
れ
る
「
自
然
」
で
あ
る
。
こ
の
「
自
然
」
を
韋
應
物
は
ど
の
よ
う
に
詠
じ
た
の
か
、
韋
詩
の
洛
陽
時
代
を
三
期
に
分
け
た
各
時
期
の
自
然
詩
の
特
質
と
変
容
を
以
下
に
考
察
す
る
。
そ
の
際
、
「
景
情
融
合
」
の
景
と
情
の
関
わ
り
が
い
か
な
る
も
の
か
を
視
座
と
し
た
い
。
な
お
「
自
然
詩
」
と
大
枠
で
称
し
た
が
、
自
然
だ
け
を
対
象
と
す
る
詩
以
外
に
も
、
部
分
的
に
自
然
描
写
を
詠
う
作
を
も
含
む
こ
と
に
す
る
。
第
二
章
洛
陽
前
期
の
自
然
洛
陽
時
代
と
は
、
つ
ぎ
の
三
期
か
ら
成
る
。
一
、
韋
應
物
が
洛
陽
丞
と
し
て
赴
任
し
、
辞
任
後
の
第
一
次
同
徳
寺
閑
居
も
含
め
た
廣
徳
元
年
（
七
六
三
）
か
ら
大
暦
四
年
（
七
六
九
）
の
前
期
、
二
、
大
暦
四
年
～
五
年
の
揚
州
旅
行
、
三
、
旅
行
後
の
河
南
府
兵
曹
参
軍
と
辞
任
後
の
第
二
次
同
徳
寺
閑
居
時
代
（
大
暦
六
～
八
年
）
の
後
期
で
あ
り
、
主
に
彼
の
三
十
代
に
相
当
す
る
足
か
け
十
年
を
指
す
。
ま
ず
第
一
期
の
風
景
は
、
安
史
の
乱
後
の
荒
廃
を
基
調
と
し
な
が
ら
、
後
漢
の
都
と
し
て
の
過
去
の
栄
光
を
対
照
化
さ
せ
、
歴
史
的
要
素
を
含
む
自
然
を
詠
う
。
例
え
ば
「
廣
徳
中
洛
陽
作
」（
巻
六
、
五
古
八
韻
）
は
、「
生
長
太
平
日
、
不
知
太
平
歡
。
今
還
洛
陽
中
、
感
此
方
苦
（
太
平
の
日
に
生
長
し
、
太
平
の
歓
を
知
ら
ず
。
今
洛
陽
中
に
還
り
、
此
れ
に
感
じ
て
方
に
苦
酸
す
）」
と
詠
い
始
め
る
。
玄
宗
の
「
太
平
」
の
世
に
生
ま
れ
育
っ
た
が
ゆ
え
に
、
洛
陽
の
荒
廃
が
一
入
切
な
い
と
苦
悩
を
吐
露
し
、
そ
の
状
況
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
描
出
す
る
。
⑨
時

遷
斥
時
節
は
屡
々
遷
斥
し
⑩
山
河
長
鬱
盤
山
河
は
長
し
へ
に
鬱
盤
た
り
⑪
蕭
條
孤
烟
絶
蕭
條
と
し
て
孤
烟
絶
へ
⑫
日
入
空
城
寒
日
入
り
て
空
城
寒
し
⑬
蹇
劣
乏
髙
歩
蹇
劣
髙
歩
に
乏
し
き
も
⑭
緝
遺
守
微
官
緝 しゅ
う遺 い
し
て
（
生
き
残
っ
た
民
を
安
心
さ
せ
）
微
官
を
守
る
⑮
西
懷
咸
陽
道
西
の
か
た
咸
陽
の
道
を
懐
ひ
⑯
躑
躅
心
不
安
躑
躅
し
て
心
安
か
ら
ず
夕
餉
の
煙
ひ
と
つ
た
た
な
い
ひ
と
気
な
い
街
中
の
「
蕭
條
」
た
る
光
景
に
対
し
て
、
聳
え
立
つ
山
と
大
河
の
不
変
性
を
対
照
的
に
詠
う
。
「
人
事
」
と
「
山
河
」
の
対
比
で
あ
り
、
杜
甫
の
「
春
望
」
や
王
維
の
「
荒
城
自
蕭
索
、
萬
里
山
河
空
（
荒
城
自
か
ら
蕭
索
、
万
里
山
河
空
し
）」（「
奉
	寄

韋太
守
陟
」五
古
五
韻
、
第
一
聯
、
『
唐
王
右
丞
集
』
巻
三
）
を
も
想
起
さ
せ
る
。
鬱
蒼
と
煙
る
よ
う
に
高
く
聳
え
る
韋
詩
の
こ
の
山
は
嵩
山
、
五
岳
信
仰
の
一
つ
で
も
あ
る
名
山
で
あ
り
、
河
は
、
黄
河
文
学
部
紀
要
第
七
十
一
号
一
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（
ま
た
そ
の
支
流
で
あ
る
洛
水
・
伊
水
）
で
あ
る
。
洛
陽
は
名
山
大
河
を
擁
す
る
か
つ
て
の
都
と
い
う
意
識
に
基
づ
く
詩
句
で
あ
る
。「
山
河
」
の
形
容
で
あ
る
「
鬱
盤
」
は
、
孟
浩
然
も
「
宇
宙
誰
開
闢
、
江
山
此
鬱
盤
（
宇
宙
誰
か
開
闢
す
、
江
山
此
れ
鬱
盤
た
り
）
」
（
「
盧
明
府
九
日
、
山
宴
袁
使
君
・
張
郎
中
・
崔
員
外
」
五
排
十
韻
、
第
一
聯
、
『
孟
浩
然
集
』
巻
四
）
と
用
い
て
こ
の
世
界
の
始
源
か
ら
の
時
空
を
壮
大
に
詠
み
上
げ
て
い
る
。
盛
唐
詩
の
評
語
で
あ
る
「
雄
渾
」
と
称
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
空
間
で
あ
り
、
韋
の
盛
唐
詩
継
承
の
意
図
が
明
白
で
あ
る
。
「
人
事
」
の
現
況
を
表
す
⑪
「
蕭
條
」
は
、
後
に
繰
り
返
し
言
及
す
る
こ
と
に
な
り
、
暁
音
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に （
）、
「
蕭
散
」
「
蕭
索
」
「
蕭
疎
（
疏
）
」
「
蕭
瑟
」
と
同
様
、
韋
詩
に
少
な
か
ら
ず
用
い
ら
れ
て
い
る
頻
出
語
で
あ
る
。
初
出
は
、
『
楚
辭
』
遠
遊
「
山
蕭
條
と
し
て
獣
無
く
、
野
寂
寞
と
し
て
人
無
し
」
と
考
え
ら
れ
る
。「
寂
寞
」
は
、「
韋
悼
」
第
三
稿
に
お
い
て
、
韋
詩
の
本
質
と
関
わ
る
重
要
な
詩
語
と
指
摘
し （
）、
そ
の
対
比
が
興
味
深
い
。
「
韋
悼
」
と
の
関
わ
り
で
、
機
会
を
改
め
て
論
述
す
る
。
「
蕭
條
」
は
、
そ
の
後
『
文
選 （
）』
で
は
十
五
例
が
数
え
ら
れ
、
次
第
に
多
義
を
獲
得
し
て
い
き
、
大
き
く
三
種
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
広
大
に
広
が
る
空
間
の
形
容
で
あ
る
。
漢
賦
に
お
い
て
、
山
か
ら
「
原
野
」
に
広
が
り
、
さ
ら
に
は
、
西
晋
・
潘
岳
「
西
征
賦
」（
巻
十
）
で
は
、「
街
里
蕭
條
と
し
て
、
邑
居
散
逸
す
」
と
見
え
る
。
長
安
令
と
し
て
赴
任
し
た
潘
岳
の
眼
に
映
っ
た
人
気
無
い
長
安
の
荒
廃
の
形
容
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
昔
と
比
べ
て
今
や
「
百
に
一
も
処
ら
ず
」
、
か
つ
て
の
村
々
は
、
跡
形
も
な
く
滅
ん
で
名
前
だ
け
が
残
っ
て
い
る
と
詠
う
。
も
う
一
つ
は
、
風
雨
と
関
連
さ
せ
た
秋
の
季
節
感
と
擬
音
表
現
で
あ
る
。
後
漢
・
王
延
壽
「
魯
靈
光
殿
賦
」（
巻
十
一
）
の
「
	
よ
う（
吹
き
上
が
る
風
）
蕭
條
と
し
て
清
冷
な
り
」
で
あ
り
、
「
蕭
條
は
秋
気
の
貌
」（
六
臣
注
）
と
あ
る
よ
う
に
、
秋
の
「
清
冷
な
」
風
と
関
わ
っ
て
い
る
。
劉
宋
・
鮑
照
「
舞
鶴
賦
」
で
も
「
驚
風
の
蕭
條
た
る
に
臨
み
、
流
光
の
照

た
る
に
対
す
」
と
詠
み
、「
蕭
條
は
風
声
」（
六
臣
注
）
と
あ
り
、
擬
音
効
果
を
含
む
よ
う
に
な
る
。
ま
た
斉
・
謝
「
觀
朝
雨
」（
巻
三
十
）
で
は
、「
朔
風
雨
を
吹
き
飛
ば
し
、
蕭
條
と
し
て
江
上
に
来
る
」
と
雨
と
の
関
わ
り
も
生
ま
れ
て
い
る
。
「
雨
音
」
も
付
加
さ
れ
て
、
冷
涼
感
が
募
る
。
三
つ
め
の
興
味
深
い
意
味
は
、
東
晋
・
陶
潜
「
挽
歌
詩
」（
巻
二
十
八
）
に
見
え
る
。「
馬
は
為
に
天
を
仰
い
で
鳴
き
、
風
は
為
に
自
ず
か
ら
蕭
條
た
り
」
と
、
「
馬
」
の
対
語
と
し
て
「
風
」
を
擬
人
化
し
、
風
の
音
と
い
う
擬
音
の
み
な
ら
ず
、
陶
淵
明
の
死
を
悼
む
悲
哀
感
情
を
も
含
ま
せ
て
い
る
。
こ
こ
に
「
蕭
條
」
が
単
な
る
景
の
形
容
だ
け
で
は
な
く
、
情
を
も
意
に
含
む
と
い
う
両
義
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
悼
亡
詩
に
用
い
ら
れ
る
原
拠
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
三
種
の
意
味
を
有
す
る
「
蕭
條
」
で
あ
る
が
、
当
該
詩
に
お
い
て
は
日
没
後
、
茫
漠
と
広
が
る
暗
闇
の
虚
無
を
表
し
て
お
り
、
い
わ
ば
乾
い
た
拡
散
的
「
蕭
條
」
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
西
征
賦
」
を
踏
ま
え
た
国
難
に
よ
る
荒
廃
で
あ
る
。
当
該
作
に
お
け
る
情
は
、
冒
頭
④
「
方
に
苦
酸
す
」、
末
尾
⑯
「
躑
躅
し
て
心
安
か
ら
ず
」
と
い
う
苦
悩
で
あ
る
。
⑭
「
微
官
」
で
は
あ
る
が
、
な
ん
と
か
国
の
た
め
民
の
た
め
に
復
興
に
努
め
た
い
と
思
う
が
、
あ
ま
り
の
「
蕭
條
」
た
る
光
景
ゆ
え
に
、
怯
み
揺
れ
動
く
心
情
を
詠
う
。
自
然
と
の
対
比
で
描
か
れ
る
現
実
の
景

と
情
は
因
果
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
景
の
構
図
は
描
け
な
い
。
黒
々
と
し
た
シ
ル
エ
ッ
ト
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
山
容
、
水
の
流
動
感
も
水
音
も
響
い
て
こ
な
い
蛇
行
の
形
だ
け
の
河
、
西
に
伸
び
て
消
え
て
い
る
一
筋
の
道
、
暗
闇
の
中
に
こ
の
三
種
の
景
物
だ
け
が
浮
い
て
い
る
。
ま
さ
に
シ
ュ
ー
ル
な
死
の
世
界
の
よ
う
で
あ
る
。
戦
時
の
子
供
が
描
く
絵
は
、
画
紙
全
体
が
黒
く
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
と
い
韋
應
物
自
然
詩
の
変
容
其
の
一
一
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う
。
韋
應
物
に
と
っ
て
こ
の
黒
一
色
の
景
は
、
彼
の
原
画
と
も
い
え
よ
う
。
こ
の
実
景
は
、
彼
の
情
の
無
意
識
の
反
映
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
数
年
後
、
高
所
か
ら
俯
瞰
し
た
作
（
「
登
髙
、
望
洛
城
作
」
五
古
十
六
韻
、
巻
七
）
の
空
間
も
雄
大
で
あ
る
。
①
高
臺
造
雲
端
高
台
雲
端
に
造 い
たり
②
遐
瞰
周
四
垠
遐
か
に
瞰
て
四
垠
周
し
③
雄
都
定
鼎
地
雄
都
は
鼎
を
定
む
る
の
地
④
勢
據
萬
國
尊
勢
は
万
国
の
尊
に
拠
る
⑤
河
岳
出
雲
雨
河
岳
は
雲
雨
を
出
だ
し
て
⑥
土
圭
酌
乾
坤
土
圭
（
日
時
計
）
は
乾
坤
を
酌 は
かる
⑦
舟
通
南
越
貢
舟
は
南
越
の
貢
を
通
じ
⑧
城
脊
北
原
城
は
北
の
原
を
脊
に
す
東
周
の
成
王
が
洛
邑
に
九
鼎
を
置
い
て
都
と
定
め
た
歴
史
を
詠
む
と
と
も
に
、
洛
陽
の
⑤
「
河
岳
」
の
壮
大
さ
や
天
地
の
規
則
正
し
い
営
為
を
誇
っ
て
い
る
。
前
作
と
同
じ
洛
陽
の
山
河
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
勢
い
の
あ
る
動
態
が
加
味
さ
れ
、
太
陽
も
天
地
の
間
を
運
行
す
る
。
⑦
⑧
は
南
北
対
を
用
い
て
水
運
の
利
と
「
北
」
と
い
う
丘
墓
、
つ
ま
り
死
の
ト
ポ
ス
を
も
意
に
含
め
る
。
だ
が
「
南
越
」
は
高
祖
劉
邦
が
天
下
統
一
後
に
定
め
た
国
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
当
時
の
繁
栄
で
あ
る
。
次
い
で
城
内
に
並
び
立
つ
豪
奢
な
「
帝
宅
」「
臺
」「
雙
闕
門
」
を
詠
む
が
、
い
ず
れ
も
後
漢
の
都
の
叙
景
で
あ
る
。
こ
の
景
に
続
く
の
は
、
⑬
十
載
構
屯
難
十
載
屯
難
を
構
へ
⑭
兵
戈
若
雲
屯
兵
戈
雲
屯
の
若
し
⑮
膏
腴
滿
榛
蕪
膏
腴
に
榛
蕪
満
ち
⑯
比
屋
空
毀
垣
比
屋
毀
垣
空
し
十
年
に
亘
る
安
史
の
乱
（
⑬
）
、
そ
の
結
果
、
本
来
、
肥
沃
な
地
が
荒
れ
果
て
、
人
家
は
ま
だ
破
壊
の
傷
跡
が
癒
え
な
い
現
実
の
光
景
（
⑮
⑯
）
を
詠
む
。
す
な
わ
ち
か
つ
て
の
都
の
繁
栄
を
対
比
さ
せ
て
、
現
在
の
荒
廃
を
際
立
た
せ
る
。
か
よ
う
な
景
を
眼
前
に
し
て
、
そ
れ
で
も
彼
は
、
自
ら
を
叱
咤
鼓
舞
し
、
若
き
官
僚
と
し
て
復
興
を
目
指
す
決
意
を
示
す
（

	「
坐
ろ
に
理
乱
の
迹
に
感
じ
、
永
く
経
済
の
言
を
懐
ふ
」）。
だ
が
、
最
後
は
、


吾
生
自
不
達
吾
が
生
は
自
ら
達
せ
ず

空
鳥
何
翩
翻
空
鳥
何
ぞ
翩 へ
ん翻 ぱ
んた
る

天
高
水
流
遠
天
高
く
水
流
遠
く

日
晏
城
郭
昏
日
晏 く
れ
て
城
郭
昏
し

徘
徊
訖
旦
夕
徘
徊
し
て
旦
夕
に
訖
り

聊
用
寫
憂
煩
聊
か
用
っ
て
憂
煩
を
写 の
ぞか
ん
自
ら
の
無
力
感
を
「
空
鳥
」
に
喩
え
、
大
空
を
あ
て
も
な
く
翻
り
飛
ぶ
心
許
な
さ
を
表
現
す
る
。
虚
な
る
心
象
風
景
（
拙
論
で
は
「
虚
景
」
と
称
す
）
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
詩
人
の
眼
差
し
を
仰
角
に
向
け
さ
せ
て
、
つ
ぎ
の
「
天
高
」
を
お
の
ず
と
生
み
出
す
。
そ
の
果
て
し
な
い
広
が
り
は
、
暮
色
の
中
で
、
ど
こ
ま
で
も
伸
び
て
ゆ
く
河
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の
流
れ
と
い
つ
し
か
融
け
合
い
、「
水
天
一
如
」
の
雄
渾
な
る
景
と
な
る
。
虚
か
ら
実
へ
の
円
滑
な
連
繋
で
あ
る
。「
水
流
」
は
、
孔
子
の
「
川
上
の
嘆
」
以
来
、
時
間
の
比
喩
で
も
あ
り
、
日
暮
れ
か
ら
闇
に
沈
み
ゆ
く
街
中
を
流
れ
る
時
の
推
移
を
も
意
味
す
る
。
こ
の
「
昏
」
は
、
現
実
の
時
間
の
経
過
で
あ
る
と
と
も
に
、
彼
の
心
情
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
夕
闇
の
中
を
よ
る
べ
な
く
「
徘
徊
」
す
る
姿
は
、
「
空
鳥
」
の
実
体
で
あ
り
、
復
興
の
困
難
さ
を
憂
慮
す
る
詩
人
の
真
情
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。「
翩
翻
」「
徘
徊
」
と
い
う
不
安
定
な
動
作
が
、
彼
の
志
の
揺
ら
ぎ
と
苦
悩
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
作
と
同
様
の
景
と
情
の
因
果
関
係
で
あ
る
が
、
こ
の
景
は
、
盛
唐
的
雄
大
さ
で
あ
る
と
と
も
に
、
今
昔
の
対
比
で
描
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
昔
」
は
、
東
周
・
後
漢
と
い
う
歴
史
上
の
旧
景
で
あ
る
。
い
わ
ば
純
粋
に
彼
の
想
像
力
に
よ
る
虚
景
で
あ
る
。
ま
た

情
の
比
喩
と
し
て
描
出
さ
れ
た
心
象
風
景
（
）
が
、
「
興
」
的
機
能
を
発
揮
し
て
実
景
（

）
を
詠
い
興
す
。
韋
詩
の
景
に
虚
実
の
二
種
が
あ
り
、
そ
れ
が
同
次
元
で
描
か
れ
る
が
、
「
虚
景
」
に
は
、
歴
史
的
旧
景
と
心
象
風
景
が
看
取
さ
れ
、
「
実
景
」
も
情
と
の
関
わ
り
の
深
さ
を
推
察
さ
せ
る
、
い
わ
ば
抒
情
的
実
景
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
章
で
述
べ
た
『
文
心
雕
龍
』
の
「
物
は
情
を
以
て
観
ら
る
」（「
詮
賦
」）
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
情
か
ら
景

へ
の
反
作
用
で
あ
り
、
こ
こ
に
景
と
情
の
相
即
的
関
係
を
看
取
し
得
る
の
で
あ
る
。
洛
陽
の
混
乱
は
、
遂
に
「
立
性
高
潔
、
鮮
食
寡
欲
」（
李
肇
『
唐
國
史
補
』
巻
下
）
と
い
う
彼
の
イ
メ
ー
ジ
を
裏
切
る
暴
力
事
件
を
起
こ
さ
せ
た
。
永
泰
元
年
（
七
六
五
）、
混
乱
に
乗
じ
て
驕
横
を
極
め
る
神
策
軍
（
宦
官
が
総
帥
の
皇
帝
直
属
軍
）
の
騎
士
を
鞭
打
っ
た
の
で
あ
る
。
「
剛
直
を
以
て
政
を
為
し
た
」
が
故
と
、
自
ら
告
白
し
（
巻
二
「
示
從
子
河
南
尉
班
	」
序
）
、
各
種
の
伝
記
に
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
逆
に
告
訴
さ
れ
、
洛
陽
丞
の
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。
「
立
性
高
潔
」
な
る
が
故
の
行
為
と
も
解
せ
る
が
、
若
き
彼
の
激
情
が
伺
わ
れ
る
。
恐
ら
く
こ
の
事
件
と
相
前
後
し
て
詠
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
作
「
贈
盧
嵩
	」（
巻
二
・
五
古
七
韻
）
に
、
そ
れ
が
忍
ば
れ
る
。
盧
嵩
は
洛
陽
時
代
の
同
僚
の
よ
う
で
、
第
一
次
同
徳
寺
閑
居
時
の
作
「
酬
盧嵩
秋
夜
見

寄五
韵
	」（
巻
五
、
五
古
五
韻
）
な
ど
、
詩
の
応
酬
が
見
ら
れ
、
と
も
に
隠
志
向
を
共
有
し
て
い
る
。
「
百
川
は
東
海
に
注
ぎ
、
東
海
に
虚
盈
無
し
」
と
『
荘
子
』
秋
水
に
基
づ
く
東
海
の
壮
大
さ
か
ら
詠
い
始
め
、
第
四
聯
ま
で
「
虚
盈
」
「
清
」
「
濁
」
に
変
化
す
る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
⑤
「
恬
然
と
し
て
自
ら
安
流
す
」
と
悠
揚
迫
ら
ぬ
東
海
の
度
量
の
大
き
さ
を
詠
う
。
ま
た
⑧
「
三
山
（
莱
・
方
丈
・
瀛
洲
）
共
に
分
明
」
と
不
死
の
薬
が
あ
る
と
い
う
神
山
を
包
摂
す
る
神
秘
性
を
も
表
現
す
る
。
と
こ
ろ
が
突
如
、
そ
こ
に
激
し
い
疾
風
が
押
し
寄
せ
る
。
⑨
奈
何
疾
風
怒
奈
何
ぞ
疾
風
の
怒
り
⑩
忽
若
基
柱
傾
忽
ち
基
柱
の
傾
く
が
若
し
⑪
海
水
雖
無
心
海
水
は
無
心
と
雖
も
⑫
洪
濤
亦
相
驚
洪
涛
亦
た
相
驚
く
⑬
怒
號
在
忽
怒
号
忽
に
在
り
⑭
誰
識
變
化
情
誰
か
識
ら
ん
変
化
の
情
ま
さ
に
疾
風
怒
濤
の
狂
騰
が
展
開
す
る
。
陶
注
の
説
く
よ
う
に
、
人
間
の
喜
怒
哀
楽
の
激
し
さ
を
大
海
の
激
変
に
喩
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
こ
の
景

は
情
の
比
喩
で
、
前
作
同
様
の
「
虚
景
」
で
あ
る
が
、
人
間
の
感
情
の
起
伏
の
韋
應
物
自
然
詩
の
変
容
其
の
一
一
五
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み
な
ら
ず
、
人
の
世
の
転
変
の
激
し
さ
、
す
な
わ
ち
安
史
の
乱
に
よ
っ
て
屋
台
骨
が
傾
い
た
大
唐
帝
国
の
現
状
へ
の
憂
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「
基
柱
傾
」
の
語
が
、
そ
れ
を
想
起
さ
せ
る
し
、
三
神
山
は
、
始
皇
帝
の
不
死
薬
採
取
に
因
む
逸
話
で
有
名
だ
が
、
そ
の
神
仙
趣
味
は
、
玄
宗
を
彷
彿
と
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
「
疾
風
」
は
、
単
に
彼
自
身
の
即
事
的
感
情
の
比
喩
と
い
う
よ
り
も
、
彼
の
人
間
観
、
社
会
観
を
表
し
て
お
り
、
「
景
情
融
合
」
と
し
て
の
風
で
は
な
い
。
た
だ
「
風
」
が
、
感
情
（「
怒
」）
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
「
洪
濤
」
を
隆
起
さ
せ
、
大
波
が
人
間
感
情
の
起
伏
と
し
て
表
現
し
得
る
こ
と
を
、
図
ら
ず
も
自
ら
抑
制
で
き
な
い
「
怒
」
を
通
し
て
、
確
認
し
た
と
い
え
よ
う
。
い
わ
ば
「
景
情
融
合
」
に
至
る
前
の
習
作
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
詩
で
は
、
玄
宗
の
神
仙
趣
味
を
明
言
す
る
。
戸
曹 （
）の
「
驪
山
感
懷
」
と
い
う
作
へ
の
応
酬
で
、
冬
の
御
幸
の
地
、
華
清
宮
の
あ
る
驪
山
（
陝
西
省
西
安
郊
外
）
へ
の
思
い
を
詠
う
（
巻
五
「
酬

戸
曹
驪
山
感
懷
」
五
古
十
六
韻
）
。
陶
注
本
・
孫
箋
本
と
も
に
洛
陽
丞
時
代
の
作
と
す
る
。
冒
頭
を
引
く
。
①
蒼
山
何
鬱
盤
蒼
山
何
ぞ
鬱
盤
た
る
②
飛
閣
凌
上
清
飛
閣
上
清
を
凌
ぐ
③
先
帝
昔
好
道
先
帝
昔
道
を
好
み
④
下
元
朝
百
靈
下
元
（
農
暦
十
月
十
五
日
）
百
霊
に
朝
す
⑤
白
雲
已
蕭
條
白
雲
已
に
蕭
條
た
り
⑥
麋
鹿
但
縦
横
麋
び
鹿 ろ
く
但
だ
縦
横
す
⑦
泉
水
今
尚
暖
泉
水
今
尚
ほ
暖
か
く
⑧
舊
林
亦
青
青
旧
林
亦
た
青
青
た
り
こ
の
山
は
、
詩
題
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
嵩
山
で
は
な
い
が
、
「
廣
徳
中
～
」
の
作
と
同
様
、
前
掲
の
孟
浩
然
詩
を
想
起
さ
せ
る
「
鬱
盤
」
を
用
い
て
そ
の
雄
大
さ
を
表
現
す
る
。
初
句
か
ら
の
詠
嘆
表
現
が
彼
の
れ
る
思
い
を
物
語
っ
て
い
る
。
第
二
句
は
、
驪
山
の
頂
上
に
あ
る
と
い
う
朝
元
閣
（
陶
敏
注
）
が
天
空
高
く
聳
え
て
い
る
さ
ま
を
詠
ず
。
「
上
清
」
は
道
家
の
語
彙
で
、
天
界
を
上
か
ら
玉
清
・
上
清
・
太
清
の
三
層
に
分
け
た
中
層
を
指
す
。
こ
の
語
も
、
孟
浩
然
の
洞
庭
湖
を
詠
ん
だ
名
句
「
八
月
湖
水
平
か
に
、
虚
を
含
み
て
太
清
に
混
ず
」
や
王
維
の
「
西
嶽
浮
雲
よ
り
出
で
、
積
翠
太
清
に
在
り
」（「
華
嶽
」
巻
三
）
の
「
太
清
」
を
連
想
さ
せ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
超
え
た
高
さ
と
神
秘
性
を
誇
示
し
て
い
る
。
①
②
い
ず
れ
も
盛
唐
詩
を
髣
髴
と
さ
せ
、
後
期
と
の
違
い
は
、
こ
の
点
に
あ
る
こ
と
を
ま
ず
押
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
り
な
が
ら
盛
唐
詩
と
の
相
違
は
、
こ
れ
が
眼
前
の
風
景
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
虚
景
」
で
あ
り
、
洛
陽
に
い
る
彼
の
脳
裏
に
刻
ま
れ
た
③
「
昔
」
の
驪
山
の
山
容
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
第
三
句
に
「
先
帝
（
玄
宗
）
」
が
登
場
し
、
④
は
仙
界
に
喩
え
て
祀
り
上
げ
る
。
第
五
・
六
句
は
、
玄
宗
の
薨
去
と
宮
苑
の
荒
廃
を
天
地
対
・
畳
韻
対
で
自
然
物
に
托
す
。
「
蒼
梧
の
野
」
で
客
死
し
た
舜
帝
の
薨
去
を
意
味
す
る
謝
の
「
雲
は
去
る
蒼
梧
の
野
」
（
「
新
亭
渚
別
范
零
陵
」）
を
踏
ま
え
（
陶
敏
注
）、
本
来
な
ら
ば
広
大
な
碧
空
に
白
雲
が
美
し
く
浮
か
ぶ
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
が
見
え
ず
、
大
空
だ
け
が
空
し
く
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
さ
ま
を
⑤
「
蕭
條
」
が
形
容
す
る
。
同
時
に
韋
の
胸
中
に
ほ
っ
か
り
空
い
た
虚
無
感
を
も
表
し
て
い
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
「
已
」
「
但
」
と
い
う
虚
字
を
用
い
て
自
ら
の
心
情
を
再
確
認
す
る
か
の
よ
う
に
強
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
景
情
融
合
」
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
前
述
の
如
く
、「
蕭
條
」
が
も
つ
景
	と
情
	の
両
義
性
を
看
取
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
白
雲
の
景
	は
記
憶
と
い
う
虚
構
中
の
一
光
景
と
し
て
詠
ま
れ
、
そ
の
実
、
文
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帝
の
死
の
表
象
と
い
う
、
い
わ
ば
虚
の
中
の
虚
と
い
う
極
め
て
実
景
か
ら
遠
い

景

で
あ
る
。
だ
が
第
七
・
八
句
の
同
じ
第
三
字
に
「
今
」
「
亦
」
を
措
く
こ
と
で
、
一
見
、
第
三
聯
と
同
様
の
自
然
物
を
詠
じ
な
が
ら
、
生
き
生
き
と
し
た
不
変
の
自
然
を
詠
い
、「
先
帝
」
の
不
在
と
対
照
化
さ
せ
て
い
る
。
⑦
「
今
」
は
、
③
「
昔
」
と
の
連
関
を
表
す
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
韋
詩
の
「
虚
景
」
に
は
、
前
述
の
如
く
、
比
喩
や
心
象
風
景
、
歴
史
的
風
景
の
み
な
ら
ず
、
追
憶
の
中
の
旧
景
も
含
ま
れ
、
そ
れ
が
今
景
（
実
景
）
と
同
次
元
で
詠
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
韋
悼
」
第
二
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た

通
底
す
る
今
昔
と
い
う
韋
應
物
の
時
間
感
覚 （
）の
萌
芽
を
認
め
得
る
。
次
い
で
回
想
場
面
が
展
開
す
る
。
⑨
～
⑫
は
「
我
は
念
ふ
綺
襦
（
少
年
が
着
る
綺 あや
ぎ
ぬの
短
い
上
着
）
の
歳
、
扈
従
太
平
に
当
た
る
。
小
臣
前
駆
を
職 つか
さ
どり
、
馳
道
亭
よ
り
出
づ
」
と
、
十
五
歳
頃 （
）、
玄
宗
皇
帝
の
「
太
平
」
の
御
世
、
温
泉
行
列
の
先
導
を
務
め
た
こ
と
を
詠
い
始
め
る
。「
亭
」（
橋
）
と
い
う
送
別
で
有
名
な
具
体
的
名
称
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
「
昔
」
の
景
が
一
気
に
現
実
味
を
帯
び
る
。
以
下
、
行
幸
の
盛
大
さ
を
描
出
す
る
。
⑬
翻
翻
日
月
旗
翻
翻
た
り
日
月
の
旗
⑭
殷
殷
鼓
聲
殷
殷
た
り

へ
い鼓 こ
の
声
⑮
萬
馬
自
騰
驤
万
馬
自
ら
騰
驤
し
⑯
八
駿
按
轡
行
八
駿
轡
を
按
じ
て
行
く
⑰
日
出
烟
緑
日
出
で
て
緑
烟
り
⑱
氛
	麗
層
甍
氛
	と
し
て
層
甍
麗
し
⑲
登
臨
起
遐
想
登
臨
し
て
遐
想
起
こ
り
⑳
沐
浴
歡
聖
情
沐
浴
し
て
聖
情
を
歓
ぶ
⑬
⑭
は
、
そ
の
御
幸
の
豪
勢
な
さ
ま
を
連
珠
対
、
視
聴
対
を
用
い
て
、
臨
場
感
に
満
ち
た
描
写
を
試
み
、
⑮
⑯
は
、
周
の
穆
王
の
遊
行
に
擬
え
、
朦
々
た
る
砂
塵
が
見
え
る
よ
う
な
「
萬
馬
」
「
八
駿
」
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
進
行
を
描
く
。
日
が
射
し
て
山
脈
の
緑
が
湯
気
に
け
ぶ
る
中
、
壮
麗
な
華
清
宮
に
到
着
す
る
。
驪
山
に
登
っ
て
古
今
四
方
に
思
い
を
馳
せ
、
天
子
の
恩
情
有
り
が
た
く
浴
を
賜
わ
る
。
こ
の
後
、
第
十
一
聯
か
ら
は
、
転
じ
て
天
下
泰
平
と
国
家
繁
栄
を
寿
ぐ
。
「
朝
燕
詠
無
事
、
時
豐
賀
國
禎
。
日
和
絃
管
音
、
下
使
萬
室
聽
。
海
内
湊
朝
貢
、
賢
愚
共
歡
榮
。
（
朝
燕
無
事
を
詠
じ
、
時
豊
か
に
し
て
国
禎
を
賀
す
。
日
は
和
す
絃
管
の
音
、
下
り
て
万
室
を
し
て
聴
か
し
む
。
海
内
朝
貢
を
湊
め
、
賢
愚
歓
栄
を
共
に
す
）
」
と
妙
な
る
調
べ
が
演
奏
さ
れ
、
貢
ぎ
物
で

れ
る
宴
会
を
描
写
す
る
。
第
十
四
聯
は
、
「
合
沓
し
て
車
馬
喧
し
く
、
西
の
か
た
長
安
城
に
聞
こ
ゆ
」
と
華
清
宮
に
行
き
交
う
車
馬
の
喧
し
い
音
が
、
遠
く
長
安
に
ま
で
鳴
り
響
い
た
と
詠
ん
で
回
顧
を
終
え
る
。
今
も
車
馬
の
に
ぎ
わ
い
が
詩
人
の
耳
に
響
い
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
最
後
は
、
現
実
に
戻
る
。

事
往
世
如
寄
事
往
き
て
世
は
寄
す
る
が
如
く

感
深
迹
所
經
感
深
し
迹
の
経
る
所

申
章
報
蘭
藻
章
を
申
し
て
蘭
藻
（
の
感
懐
詩
）
に
報
ゆ

一
望
雙
涕
零
一
望
し
て
双
涕
零
つ
仮
の
宿
と
し
て
の
こ
の
世
の
儚
さ
に
感
慨
を
深
く
し
て
、
悲
し
み
に
暮
れ
る
。
追
憶
は
事
実
を
美
化
し
が
ち
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
白
居
易
が
新
楽
府
「
驪
宮
高
」
（『
白
居
易
詩
集
校
注
』
巻
四 （
））
に
お
い
て
非
難
し
た
皇
帝
行
幸
に
伴
う
莫
大
な
浪
費
韋
應
物
自
然
詩
の
変
容
其
の
一
一
七
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へ
の
諷
諭
や
、
安
史
の
乱
と
い
う
悲
惨
な
史
実
は
皆
無
で
あ
る
。
華
麗
な

景
は
、
記
憶
と
い
う
虚
景
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
只
管
甘
美
に
描
出
さ
れ
、
詩
人
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
感
傷
に
耽
り
、
「
雙
涕
」
を
流
す
。
こ
の
「
雙
涕
零
」
は
、
「
擬
古
詩
」
其
の
九
（
巻
一
）
に
も
、「
孤
影
中
自
ら
惻
み
、
双
涕
の
零
つ
る
を
知
ら
ず
」
と
詠
む
。
帰
ら
な
い
旅
中
の
夫
を
待
ち
わ
び
る
妻
の
嘆
き
で
あ
る
。
其
の
九
は
、
「
古
詩
十
九
首
」
其
の
十
六
「
凛
凛
歳
云
暮 （
）」
の
模
擬
詩
で
あ
り
、
そ
の
末
句
「
涕
を
垂
れ
て
双
扉
を
沾
す
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
さ
ら
に
及
す
れ
ば
、
源
は
『
詩
經
』
の
「
涕
零
つ
る
こ
と
雨
の
如
し
」（
小
雅
・
小
明
）
で
あ
る
。
因
み
に
『
詩
經
』
に
「
涙
」
は
一
字
も
な
い
。
孟
浩
然
詩
は
「
涙
」
を
七
例
用
い
る
が
、
「
涕
」
は
皆
無
、
王
維
詩
は
「
涙
」
を
十
一
例
（
詩
題
も
含
む
）、「
涕
」
は
一
例
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
韋
詩
は
「
涕
」
を
九
例
も
用
い
て
い
る
の
は
、
彼
の
祖
述
が
那
辺
に
あ
る
か
、
そ
の
「
尚
古
」
（
明
・
顧
、
陶
敏
注
引
、
朱
墨
套
印
刻
本
評
語
）
を
物
語
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
風
な
こ
の
「
涕
」
は
、
典
故
や
虚
構
の
中
で
詠
ま
れ
、
さ
ほ
ど
切
迫
感
の
な
い
半
ば
様
式
化
さ
れ
た
涙
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
ま
だ
洛
陽
丞
の
辞
任
事
件
が
起
き
る
前
の
「
感
懐
」
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
だ
が
辞
任
閑
居
後
、
長
安
に
帰
郷
す
る
途
次
の
作
（
大
暦
初
～
二
年
頃
）
と
さ
れ
る （
）「
温
泉
行
」（
巻
九
歌
行
上
）
で
は
、
直
截
激
越
な
情
の
吐
露
が
認
め
ら
れ
る
。
「
温
泉
行
」
は
、
七
言
歌
行
体
、
十
二
聯
か
ら
成
り
、
構
成
は
、
冒
頭
三
聯
と
結
び
の
三
聯
が
、
と
も
に
零
落
傷
心
の
情
を
詠
じ
、
中
の
第
四
～
八
聯
は
、
行
幸
と
太
平
の
宴
の
回
想
、
第
九
聯
が
玄
宗
の
薨
去
を
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
情
が
半
ば
を
占
め
、
五
聯
だ
け
に
絞
ら
れ
た
回
想
場
面
は
、
右
の
応
酬
詩
と
同
一
の
詩
語
や
詩
句
（
⑫
「
車
馬
合
沓
し
て
四 し
	
て
ん
に

る
」
⑮
「
朝
廷
事
無
く
共
に
歓
燕
す
」
）
を
用
い
て
、
そ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
の
感
が
あ
る
。
詩
人
の
力
点
は
情
に
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
冒
頭
は
「
身
を
天
宝
に
出
だ
し
て
今
年
幾
く
ぞ
、
頑
鈍
な
る
こ
と
の
如
く
命
は
紙
の
如
し
」
と
「
天
寶
」
年
間
を
人
生
の
起
点
と
す
る
自
己
認
識
か
ら
始
め
、
己
の
人
生
の
拙
劣
さ
を
直
喩
に
よ
っ
て
表
す
。
③
「
官
と
作
る
も
了
は
ら
ず
却
っ
て
来
り
帰
る
」
と
官
の
挫
折
を
詠
い
、
⑤
⑥
「
北
風
惨
惨
と
し
て
温
泉
に
投
じ
、
忽
ち
憶
ゆ
先
皇
遊
幸
の
年
」
と
回
想
場
面
に
入
っ
て
い
く
。
風
の
形
容
に
、
「
惨
惨
」
と
い
う
本
来
悲
惨
な
心
情
を
表
す
畳
語 （
）を
用
い
る
こ
と
で
、
韋
の
思
い
が
明
確
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
「
景
情
融
合
」
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
心
象
表
現
で
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
か
ろ
う
。
末
尾
の
三
聯
は
、
さ
ら
に
激
し
い
。
⑲
今
來
蕭
瑟
萬
井
空
今
来
蕭
瑟
と
し
て
万
井
空
し
く
⑳
唯
見
蒼
山
起
烟
霧
唯
だ
見
る
蒼
山
に
烟
霧
起
こ
る
を

可
憐

失
風
波
憐
れ
む
可
し

そ
う

と
うと
し
て
（
よ
ろ
め
く
）
風
波
に
失
ひ

仰
天
大
叫
無
奈
何
天
を
仰
い
で
大
い
に
叫
ぶ
も
奈
何
と
も
す
る
無
し

弊
裘
羸
馬
凍
欲
死
弊
裘
羸
馬
凍
え
て
死
せ
ん
と
欲
す

賴
遇
主
人
杯
酒
多
賴 さい
わ
いに
遇
ふ
主
人
の
杯
酒
の
多
き
に
⑲
「
今
來
」
の
語
が
、
旧
時
と
の
対
比
を
喚
起
さ
せ
、
あ
の
活
気
に

れ
た
音
声
は
、
帝
の
喪
失
と
と
も
に
今
や
「
蕭
瑟
」
と
し
て
静
ま
り
返
っ
て
い
る
。
「
蕭
條
」
と
同
様
に
用
い
ら
れ
る
こ
の
双
声
語
は
、
静
寂
さ
を
表
す
形
容
語
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
籠
め
ら
れ
た
詩
人
の
寂
寥
感
を
も
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
も
変
わ
ら
ず
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
温
泉
の
湯
気
で
霞
む
「
蒼
山
」
だ
け
だ
が
、
そ
れ
は
涙
で
ぼ
や
け
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
寒
風
に
よ
ろ
け
な
が
ら
歩
を
進
め
る
詩
人
は
、
た
ま
文
学
部
紀
要
第
七
十
一
号
一
八
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ら
ず
天
に
向
か
っ
て
助
け
を
請
う
が
、
何
の
返
事
も
な
い
。
凍
死
を
も
覚
悟
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
に
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
「
盧
嵩
に
酬
ゆ
」
に
見
え
た
「
疾
風
の
怒
り
」
や
「
怒
號
」
は
消
え
、
た
だ
寒
風
荒
波
に
翻
弄
さ
れ
て
憐
憫
を
請
う
ば
か
り
の
自
画
像
、
も
は
や
恥
も
外
聞
も
な
く
打
ち
ひ
し
が
れ
た
哀
れ
な
姿
を
直
截
に
描
出
す
る
。
こ
の
「
風
波
」
は
、
苦
難
多
き
人
生
を
意
味
す
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
聊
か
の
誇
張
や
脚
色
も
含
め
て
、
そ
の
描
写
を
可
能
に
し
た
の
は
、
七
言
歌
行
体
だ
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
れ
を
表
現
す
る
た
め
に
詩
人
は
感
情
表
白
が
よ
り
自
由
な
七
言
歌
行
体
を
選
ん
だ
と
い
え
よ
う
。
歌
行
は
、
と
も
す
れ
ば
楽
府
と
混
同
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
松
浦
友
久
「
楽
府
・
新
楽
府
・
歌
行
論
表
現
機
能
の
異
同
を
中
心
に
」
は
、
そ
の
相
違
を
明
快
に
解
き
明
か
す （
）。
唐
代
楽
府
の
表
現
機
能
は
、
視
点
の
三
人
称
化
・
場
面
の
客
体
化
、
表
現
意
図
の
未
完
結
化
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
歌
行
の
そ
れ
は
、
一
人
称
化
・
主
体
化
の
傾
向
が
あ
り
、
表
現
意
図
は
完
結
化
し
て
提
示
す
る
と
説
く
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
松
原
朗
「
盛
唐
か
ら
中
唐
へ
樂
府
文
學
の
變
容
を
手
掛
か
り
と
し
て
」
は
、
盛
唐
期
の
歌
辞
文
学
の
状
況
を
こ
う
指
摘
す
る （
）。
当
時
、
「
伝
統
楽
府
」
と
「
歌
行
」
と
に
二
分
さ
れ
、
各
々
が
「
固
有
の
様
式
を
確
立
」「
典
型
化
」
し
て
お
り
、
「
歌
行
」
の
様
式
は
、
「
一
人
称
的
な
視
点
」
を
通
し
て
、
「
作
者
自
身
の
個
別
的
な
体
験
（
感
情
・
思
考
）
」
を
「
直
截
的
に
表
明
」
す
る
と
い
う
特
質
を
有
し
て
い
た
と
い
う
。
従
っ
て
「
温
泉
行
」
は
、
盛
唐
期
に
お
け
る
歌
行
の
典
型
を
継
承
し
た
作
品
と
看
做
せ
よ
う
。
韋
應
物
は
驪
山
行
幸
に
因
む
作
を
、
も
う
一
詠
ん
で
い
る
。「
驪
山
行
」（
巻
十
歌
行
下
）
で
あ
る
。
こ
の
期
に
お
け
る
韋
の
玄
宗
お
よ
び
驪
山
行
幸
へ
の
執
着
が
い
か
に
強
い
か
を
物
語
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
ま
た
な
ぜ
詠
む
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が
作
品
を
一
読
す
れ
ば
、
構
成
・
内
容
・
形
式
・
表
現
意
図
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
両
の
相
違
は
明
白
で
あ
る
。
簡
潔
に
ま
と
め
れ
ば
、
一
、「
温
泉
行
」
は
、
「
一
人
称
的
な
視
点
」
で
詠
ま
れ
る
の
に
対
し
て
、「
驪
山
行
」
は
、
三
人
称
（
部
分
的
に
主
語
と
し
て
玄
宗
）
で
客
観
的
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
二
、
「
温
泉
行
」
は
神
仙
趣
向
が
希
薄
な
の
に
対
し
て
、
「
驪
山
行
」
は
、
濃
厚
と
い
う
二
点
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、「
温
泉
行
」
で
も
っ
と
も
印
象
的
な
詩
人
自
身
の
情

の
吐
露
や
自
画
像
と
い
う
要
素
は
、
「
驪
山
行
」
で
は
皆
無
で
あ
る
。
第
一
・
二
聯
は
、
こ
う
詠
う
。
①
君
不
見
開
元
至
化
衣
裳
垂
君
見
ず
や
開
元
は
至
化
に
し
て
衣
裳
垂
れ
②
厭
坐
明
堂
朝
萬
方
明
堂
に
坐
し
て
万
方
に
朝
す
る
に
厭
く
③
訪
道
靈
山
降
聖
祖
道
を
霊
山
に
訪
ひ
て
聖
祖
降
り
④
沐
浴
華
池
集
百
祥
華
池
に
沐
浴
し
て
百
祥
集
ま
る
古
代
の
聖
帝
堯
舜
の
「
垂
拱
の
治
」
に
擬
え
て
天
下
太
平
の
「
開
元
の
治
」
か
ら
詠
い
興
す
が
、
朝
廷
の
明
堂
に
「
坐
」
す
る
の
も
、
多
く
の
国
々
の
諸
侯
や
使
者
の
朝
見
に
「
厭
く
」
の
も
玄
宗
で
あ
り
、
霊
山
を
訪
れ
、
「
沐
浴
」
す
る
主
語
も
玄
宗
と
従
者
で
あ
る （
）。
第
三
聯
か
ら
華
や
か
な
行
幸
場
面
が
始
ま
る
（
「
千
乗
万
騎
原
野
を
被
ひ
、
雲
霞
草
木
相
輝
光
か
が
やく
」）。
第
四
聯
「
禁
杖
山
を
圍
み
て
曉
霜
切 き
び
し
く
、
離
宮
翠
を
積
み
て
夜
漏
長
し
」
は
、
朝
夜
対
を
用
い
て
、
禁
衛
と
し
て
の
韋
應
物
の
実
感
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
「
温
泉
行
」
第
四
聯
「
身
は
馬
に
騎
り
て
天
杖
を
引
き
、
直
ち
に
華
清
に
入
り
て
御
前
に
列
す
」
と
い
う
韋
個
人
に
特
化
し
た
体
験
記
述
と
比
較
す
れ
ば
、
「
驪
山
行
」
は
、
護
衛
の
兵
士
韋
應
物
自
然
詩
の
変
容
其
の
一
一
九
Hosei University Repository
が
「
圍
山
」
と
複
数
で
表
現
さ
れ
、
一
般
化
さ
れ
て
い
る
。
以
降
、
「
温
泉
行
」
と
も
共
通
す
る
客
観
的
行
幸
場
面
と
太
平
繁
栄
へ
の
賞
揚
が
十
四
聯
（
後
掲
）
も
続
い
た
後
、
第
十
七
聯
で
「
温
泉
行
」
に
は
な
い
安
史
の
乱
が
記
さ
れ
る
（
「
干
戈
一
た
び
起
こ
り
文
物
乖
れ
、
歓
娯
已
に
極
ま
り
て
人
事
変
ず
」）。
次
い
で
第
十
八
聯
で
は
、
玄
宗
の
崩
御
と
宮
殿
の
閉
鎖
（
「
聖
皇
の
弓
剣
幽
泉
に
墜
ち
、
古
木
の
蒼
山
宮
殿
を
閉
づ
」
）
へ
と
一
聯
ご
と
に
時
系
列
に
沿
っ
て
客
観
的
に
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
三
人
称
的
視
点
と
客
観
的
場
面
展
開
は
、
先
の
松
浦
説
に
拠
れ
ば
、
楽
府
に
属
す
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
だ
が
楽
府
題
に
「
驪
山
行
」
は
な
い
。
こ
れ
を
如
何
に
解
す
べ
き
か
。
松
原
氏
は
、
中
唐
に
お
け
る
歌
行
の
変
容
の
一
つ
と
し
て
「
新
題
の
楽
府
」
と
呼
ぶ
べ
き
作
の
出
現
を
指
摘
す
る
。
「
傳
統
樂
府
題
を
用
い
な
い
が
表
現
の
様
式
は
傳
統
樂
府
の
そ
れ
を
意
識
的
に
繼
承
す
る
も
の （
）」
で
あ
る
。
「
驪
山
行
」
は
ま
さ
に
韋
應
物
が
創
案
し
た
「
新
し
い
題
の
楽
府
」
に
相
当
す
る
と
い
え
よ
う
。
松
原
氏
は
「
新
題
の
楽
府
」
の
存
在
意
義
は
、
伝
統
楽
府
と
比
較
し
て
「
自
由
な
題
材
選
擇
を
可
能
」
に
し
、
さ
ら
に
「
作
品
を
、
作
者
と
い
う
、
固
有
の
た
だ
一
つ
の
状
況
か
ら
解
放
し
、
そ
こ
に
よ
り
大
き
な
虚
構
の
可
能
性
を
手
に
入
れ
る
こ
と
」
と
論
ず
。
韋
詩
に
即
せ
ば
、
「
温
泉
行
」
が
個
人
的
不
遇
感
の
吐
露
に
重
点
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、「
驪
山
行
」
は
、
韋
應
物
個
人
の
情
を
後
退
さ
せ
て
、「
大
き
な
虚
構
」
と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
あ
る
願
望
を
唱
え
て
い
る
。
そ
れ
が
何
か
は
、
最
後
の
二
聯
に
明
ら
か
で
あ
る
。

承
鴻
業
聖
明
君
鴻
業
を
纉
承
す
聖
明
の
君

威
震
六
合
驅
妖
氛
威
は
六
合
に
震
ひ
て
妖
氛
を
駆
る

太
平
遊
幸
今
可
待
太
平
の
遊
幸
今
待
つ
可
し
	
温
泉
嵐
嶺
還
氛


温
泉
嵐
嶺
還
っ
て
氛

た
り
「
聖
明
君
」
と
は
代
宗
を
指
し
、
玄
宗
の
崩
御
（
七
六
二
年
四
月
五
日
）
の
十
三
日
後
、
後
を
追
う
よ
う
に
し
て
亡
く
な
っ
た
肅
宗
を
継
い
で
即
位
し
た
。
そ
の
権
威
は
全
世
界
に
遍
く
行
き
渡
り
、
異
民
族
に
よ
る
戦
乱
の
妖
気
を
追
い
払
っ
た
、
今
こ
そ
あ
の
「
太
平
遊
行
」
を
復
活
で
き
る
時
の
到
来
、
ご
覧
く
だ
さ
れ
、
温
泉
も
驪
山
も
今
や
意
気
盛
ん
に
し
て
待
っ
て
い
ま
す
、
と
代
宗
に
訴
え
る
。
「
還
」
と
い
う
虚
辞
は
、「
今
」
を
意
識
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
勢
い
よ
く
と
い
う
詩
人
の
情

を
最
後
に
籠
め
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
歌
辞
文
学
史
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
韋
應
物
は
、
「
温
泉
行
」
で
盛
唐
の
典
型
的
歌
行
を
継
承
し
、
「
驪
山
行
」
で
自
由
な
発
想
、
題
材
に
よ
る
新
た
な
る
楽
府
創
作
を
試
み
た
の
で
あ
る （
）。
こ
の
洛
陽
前
期
の
歌
行
作
品
に
お
い
て
も
、
踏
襲
と
新
機
軸
と
い
う
盛
唐
か
ら
中
唐
へ
の
過
渡
的
要
素
が
認
め
ら
れ
、
多
様
化
の
新
し
い
波
動
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
次
い
で
第
二
点
の
神
仙
趣
向
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
第
三
聯
か
ら
十
四
聯
も
続
く
行
幸
・
繁
栄
謳
歌
の
場
面
に
、
仙
趣
が
繰
り
返
し
詠
わ
れ
る
。
⑪
三
清
小
鳥
傳
仙
語
三
清
の
小
鳥
仙
語
を
伝
へ
⑫
九
華
眞
人
奉
瓊
漿
九
華
真
人
（
仙
女
）
瓊 け
い
漿 しょ
うを
奉
る
⑬
下
元
昧
爽
漏
恒
秩
下
元
の
昧
爽
漏 と
き
恒
秩
（
定
期
的
祭
り
）
た
り
⑭
登
山
朝
禮
玄
元
室
山
に
登
り
て
朝
礼
す
玄
元
の
室
…
…
…
…
⑰
羽
旗
旌
節
憩
瑶
臺
羽
旗
旌
節
瑶
台
に
憩
ひ
文
学
部
紀
要
第
七
十
一
号
二
〇
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⑱
清
絲
妙
管
從
空
來
清
糸
妙
管
空
よ
り
来
る
⑲
萬
井
九
衢
皆
仰
望
万
井
九
衢
皆
仰
望
し
⑳
彩
雲
白
鶴
方
徘
徊
彩
雲
白
鶴
方
に
徘
徊
す
第
六
聯
で
は
、
西
王
母
の
使
者
と
さ
れ
る
「
小
鳥
」
が
王
母
の
こ
と
ば
を
伝
え
、
仙
女
が
王
母
の
玉
漿
（
仙
薬
）
を
帝
に
奉
納
す
る
。『
漢
武
故
事
』『
漢
武
帝
内
傳
』
な
ど
に
見
え
る
漢
の
武
帝
と
西
王
母
の
交
流
を
意
識
し
て
い
よ
う
。
次
い
で
、
農
暦
十
月
十
五
日
の
道
教
の
祭
礼
に
従
い
、
驪
山
に
登
っ
て
「
玄
元
」
す
な
わ
ち
天
寶
二
年
（
七
四
三
）
に
唐
朝
の
始
祖
と
し
て
「
大
聖
祖
玄
元
皇
帝
」
と
号
さ
れ
た
老
子
の
で
の
祭
祀
を
詠
う
。
第
九
・
十
聯
は
、
崑
崙
山
に
あ
る
と
い
う
「
瑶
臺
」
に
擬
し
た
台
閣
で
憩
う
侍
衛
の
耳
に
、
天
空
か
ら
妙
な
る
調
べ
が
響
い
て
き
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
五
色
の
雲
が
浮
か
ぶ
空
を
背
景
に
、
天
女
と
も
見
紛
う
白
鶴
が
舞
い
飛
ん
で
い
る
。
か
よ
う
に
濃
厚
な
「
神
仙
色
」
は
、
韋
應
物
の
ほ
か
の
歌
行
作
品
も
同
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
漢
武
帝
雜
歌
」
三
首
（
巻
十
）
は
、
（
其
一
）
「
漢
武
好
神
仙
、
黄
金
作
臺
與
天
近
。
王
母
摘
桃
海
上
還
、
感
之
西
過
聊
問
訊
。
（
漢
武
神
仙
を
好
み
、
黄
金
も
て
台
を
作
り
天
と
近
し
。
王
母
は
桃
を
摘
み
て
海
上
に
還
り
、
之
に
感
じ
て
西
に
過
ぎ
り
て
聊
か
問
訊
す
）」
と
詠
い
出
し
、
武
帝
の
西
王
母
へ
の
親
近
を
詠
む
が
、
そ
こ
に
は
、
⑥
「
殿
前
の
青
鳥
先
づ
徊
翔
す
」
と
「
青
鳥
」
が
飛
来
し
、
「
驪
山
行
」
と
同
様
に
、
王
母
降
臨
の
予
告
を
す
る
。
王
母
は
玉
盤
の
桃
を
武
帝
に
さ
さ
げ
よ
う
と
す
る
が
、
「
踟
し
て
未
だ
去
ら
ず
彩
雲
を
留
む
」
と
空
に
は
、
五
色
の
雲
が
棚
引
い
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、「
學
仙
」
二
首
「
王
母
歌
」「
馬
明
生
遇
神
女
歌
」
（
以
上
巻
九
）
な
ど
の
作
に
は
、
い
ず
れ
も
批
判
的
口
吻
は
な
い
。
深
沢
一
幸
「
韋
應
物
の
歌
行
」
も
、
そ
の
点
を
指
摘
し
、
白
居
易
の
よ
う
に
「
非
難
す
べ
き
對
象
と
し
て
描
く
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
神
仙
の
世
界
の
華
麗
さ
、
不
思
議
さ
を
え
が
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
そ
の
理
由
を
韋
の
「
大
貴
族
の
子
孫
」
と
い
う
出
自
、「
近
衛
士
官
」
と
い
う
役
職
に
求
め
、「
状
況
的
に
も
感
性
的
に
も
、
玄
宗
と
同
じ
世
界
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
か
ら
と
す
る （
）。
深
沢
説
を
補
足
す
れ
ば
、
そ
の
神
仙
趣
向
は
、
単
な
る
「
華
麗
さ
」
「
不
思
議
さ
」
の
描
出
だ
け
で
は
な
い
。
西
王
母
と
も
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
虚
構
に
よ
っ
て
、
玄
宗
の
崇
高
さ
や
聖
性
を
表
現
す
る
と
と
も
に
、
右
の
⑭
「
玄
元
」
と
詠
わ
れ
る
老
子
の
強
調
を
看
取
す
べ
き
で
あ
る
。
前
掲
第
二
聯
に
も
「
訪
道
靈
山
降
聖
祖
、
沐
浴
華
池
集
百
祥
」
と
詠
い
、
唐
朝
と
同
じ
李
姓
と
い
わ
れ
る
老
子
（
李
）
を
始
祖
と
し
て
祀
り
、
吉
祥
を
玉
体
に
浴
び
る
。
す
な
わ
ち
韋
が
杜
甫
や
白
居
易
と
異
な
り
、
玄
宗
の
神
仙
趣
向
を
強
く
肯
定
す
る
の
は
、
大
唐
帝
国
へ
の
忠
誠
の
表
明
な
の
で
あ
る
。
そ
の
裏
に
は
、
帝
国
滅
亡
へ
の
危
機
感
が
存
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
一
層
、
失
わ
れ
た
太
平
の
時
を
求
め
、
臆
面
も
な
く
華
麗
な
神
仙
趣
向
を
凝
ら
し
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
同
じ
歌
行
で
あ
り
な
が
ら
仙
趣
が
希
薄
な
「
温
泉
行
」
よ
り
、
「
先
帝
昔
好
道
」
と
詠
う
「
驪
山
感
懷
」
の
応
酬
詩
の
方
に
、
よ
り
近
い
と
い
え
よ
う
。
事
実
、
⑬
「
下
元
昧
爽
漏
恒
秩
」
（
応
酬
詩
④
「
下
元
朝
百
靈
」
）
、
「
時
豊
か
に
し
て
賦
斂
未
だ
労
を
告
げ
ず
」（
応
酬
詩
「
時
豐
賀
國
禎
」）、
「
温
泉
嵐
嶺
還
氛
	」
（
応
酬
詩
⑱
「
氛
	麗
層
甍
」
）
な
ど
類
似
の
詩
語
詩
句
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
「
驪
山
行
」
の
繋
年
は
、
応
酬
詩
と
相
前
後
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
驪
山
行
」
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
陶
敏
注
・
傅
氏
等
は
触
れ
ず
、
孫
望
評
箋
や
竹
村
則
行
「
韋
應
物
の

驪
山
行


温
泉
行
詩
に
つ
い
て （
）」
は
、
代
宗
即
位
韋
應
物
自
然
詩
の
変
容
其
の
一
二
一
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後
ま
も
な
く
、
廣
徳
元
年
（
七
六
三
）
、
韋
應
物
が
洛
陽
丞
に
赴
任
す
る
途
次
の
作
と
す
る
。
だ
が
当
時
の
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
そ
の
可
能
性
は
低
い
。
足
か
け
七
年
に
亘
る
安
史
の
乱
は
、
一
応
の
終
息
を
得
て
は
い
る
。
前
年
の
寶
應
元
年
（
七
六
二
）
九
月
以
降
、
魚
朝
恩
率
い
る
神
策
軍
の
戦
功
や
回
族
の
援
護
を
借
り
て
、
次
第
に
史
朝
義
の
軍
を
追
い
つ
め
て
行
き
、
年
明
け
て
、
田
承
嗣
や
李
懐
仙
ら
が
朝
義
を
裏
切
り
、
朝
義
は
遂
に
「
林
中
に
縊
」
れ
た
の
で
あ
る
（
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
二
二
、
廣
徳
元
年
）
。
だ
が
七
月
の
「
廣
徳
」
へ
の
改
元
後
、
吐
蕃
が
た
び
た
び
侵
攻
す
る
よ
う
に
な
り
、
冬
十
月
、
涇
州
（
陝
西
省
長
武
県
）
か
ら
、
武
功
（
韋
應
物
が
結
婚
後
、
安
史
の
乱
を
避
け
た
長
安
の
近
郊
）
を
経
て
長
安
へ
と
迫
り
、「
京
師
震
駭
す
」。
名
将
郭
子
儀
は
、
咸
陽
で
吐
蕃
と
戦
っ
て
不
在
の
た
め
、
危
機
感
に
駆
ら
れ
た
代
宗
は
、
丙
子
（
七
日
）
、
遂
に
蒙
塵
。
空
に
な
っ
た
長
安
に
入
っ
た
吐
蕃
は
、
略
奪
放
火
を
恣
に
す
る
と
と
も
に
、
偽
帝
を
立
て
て
改
元
し
、
百
官
を
置
い
た
と
い
う
（
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
二
三
）
。
代
宗
が
長
安
に
戻
れ
た
の
は
、
二
か
月
半
後
、
十
二
月
甲
午
（
二
十
六
日
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
、
韋
應
物
は
ど
こ
に
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
諸
伝
諸
注
は
、
洛
陽
丞
赴
任
時
期
を
、
「
廣
徳
元
年
冬
」
と
し
か
記
さ
な
い
。
お
そ
ら
く
す
で
に
洛
陽
に
向
け
て
旅
立
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
韋
應
物
は
、
混
乱
す
る
長
安
を
背
に
し
て
、
断
腸
の
思
い
で
驪
山
の
麓
を
通
っ
た
の
で
あ
る
。
い
か
な
忠
臣
と
雖
も
、
代
宗
の
威
信
は
世
界
に
鳴
り
響
き
、
異
民
族
の
「
妖
氛
」
を
追
い
払
っ
た
と
は
口
に
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
「
驪
山
行
」
の
成
立
は
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。
詠
わ
れ
て
い
る
景
は
、
仙
趣
に
満
ち
た
追
憶
の
虚
景
で
あ
る
。
必
ず
し
も
驪
山
を
眼
前
に
し
て
の
作
と
は
限
ら
な
い
。
前
掲
「
廣
徳
中
洛
陽
作
」
で
は
、
洛
陽
到
着
後
、
目
の
当
た
り
に
し
た
死
の
世
界
と
も
思
し
き
「
蕭
條
」
た
る
荒
廃
に
茫
然
と
立
ち
す
く
み
、「
苦
酸
」
し
、「
西
懷
咸
陽
道
、
躑
躅
心
不
安
」
と
詠
む
。
そ
れ
ゆ
え
廣
徳
年
間
で
は
、
ま
だ
願
望
を
表
白
し
得
る
余
裕
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
に
事
件
を
起
こ
し
て
い
る
。
そ
れ
が
い
つ
か
は
正
確
に
は
不
明
だ
が
、
そ
の
前
に
詠
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
当
時
、
二
月
に
党
項
タ
ン
グ
ー
ト
が
富
平
（
長
安
近
郊
）
に
侵
攻
す
る
な
ど
、
ま
だ
不
穏
な
状
況
は
あ
っ
た
も
の
の
、
三
月
に
は
吐
蕃
が
和
平
を
請
う
て
お
り
、
最
悪
の
事
態
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
洛
陽
で
は
、
戦
功
を
嵩
に
き
た
神
策
軍
や
回
の
目
に
余
る
狼
藉
が
あ
る
も
の
の
、
韋
自
身
、
上
洛
後
足
か
け
三
年
た
ち
、
洛
陽
で
の
生
活
に
慣
れ
て
、
少
し
は
落
ち
着
き
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
少
年
時
代
、
禁
衛
を
共
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
「
感
懷
」
詩
に
触
発
さ
れ
、
応
酬
詩
を
詠
む
中
で
、
韋
應
物
は
、
驪
山
で
の
「
華
麗
な
」
思
い
出
を
ま
ざ
ま
ざ
と
心
に
浮
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。
応
酬
詩
作
成
が
「
驪
山
行
」
を
誘
導
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
彼
は
「
太
平
の
遊
幸
」
の
復
活
を
期
待
す
る
が
、
そ
れ
は
単
な
る
温
泉
御
幸
で
は
な
く
、「
太
平
の
世
」、
す
な
わ
ち
大
唐
帝
国
の
復
興
願
望
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
驪
山
行
」
が
「
開
元
至
化
」
か
ら
始
め
ら
れ
、
唐
朝
の
③
「
聖
祖
」
で
あ
る
老
子
が
⑭
「
玄
元
」
と
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
れ
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
本
章
最
後
に
、
王
維
が
玄
宗
の
驪
山
御
幸
に
従
事
し
た
時
の
作
（「
和
僕射
晉
公
扈
従
	湯

」巻
二
、
五
言
排
律
・
十
韻
）
を
引
く
。
①
天
子
幸
新
豐
天
子
新
豊
に
幸
し
②
旌
旗
渭
水
東
旌
旗
渭
水
の
東
③
寒
山
天
裏
寒
山
天
の
裏
④
	谷
幔
城
中
温
谷
幔
城
の
中
⑤
奠
玉
群
仙
座
玉
を
群
仙
の
座
に
奠
へ
文
学
部
紀
要
第
七
十
一
号
二
二
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⑥
焚
香
太
乙
宮
香
を
太
乙
宮
に
焚
く
…
…
中
略
…
…
⑨
上
宰
無
為
化
上
宰
は
無
為
に
し
て
化
し
⑩
明
時
太
古
同
明
時
は
太
古
に
同
じ
⑪
靈
芝
三
秀
紫
霊
芝
は
三
秀
紫
に
⑫
陣
栗
萬
箱
紅
陣
栗
（
国
の
食
糧
庫
）
は
万
箱
紅
な
り
こ
の
詩
は
、
原
注
に
右
補
闕
時
の
作
と
あ
り
、
王
維
は
約
二
十
年
間
、
地
方
官
を
転
々
と
す
る
の
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
四
十
代
に
入
っ
て
よ
う
や
く
長
安
に
戻
れ
、
天
寶
元
年
（
七
四
二
）
四
十
代
半
ば
に
就
い
た
官
職
で
あ
る
。
以
後
、
彼
は
順
調
に
出
世
し
て
い
き
、
宮
廷
詩
人
と
し
て
「
奉
和
應
制
」
詩
を
少
な
か
ら
ず
詠
じ
た
。
詩
題
の
「
晉
公
」
と
は
、
宰
相
李
林
甫
で
、
應
制
詩
と
同
様
、
太
平
の
世
を
寿
い
で
、
李
林
甫
を
賛
美
し
て
い
る
。
第
一
・
二
聯
は
、
行
幸
の
様
子
を
水
・
山
・
谷
と
い
う
自
然
を
軸
と
し
て
壮
大
に
詠
い
、
第
三
聯
は
、
「
驪
山
行
」
と
類
似
の
神
仙
趣
向
に
因
ん
で
、
御
幸
は
神
仙
界
に
も
比
せ
る
別
世
界
へ
の
遊
行
と
聖
性
を
強
調
す
る
。
後
半
は
、
玄
宗
の
御
代
は
太
古
の
聖
帝
の
太
平
と
等
し
い
が
ゆ
え
に
、
宰
相
も
為
す
べ
き
こ
と
な
く
、
⑪
「
霊
芝
」
な
ど
の
瑞
兆
も
顕
現
し
、
豊
作
の
米
は
余
っ
て
赤
い
古
米
と
な
る
と
詠
む
。
自
ら
の
思
い
は
⑰
⑱
「
諌
を
司
ど
る
も
方
に
闕
無
く
、
詩
を
陳
ぶ
る
も
且
つ
未
だ
工
な
ら
ず
」
と
自
己
卑
下
し
て
林
甫
を
た
て
る
だ
け
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
作
で
あ
り
、
真
率
な
私
的
感
懷
は
、
皆
無
で
あ
る
。
王
維
も
最
晩
年
、
安
史
の
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て
危
難
に
遭
う
の
で
、
一
概
に
韋
詩
と
比
較
で
き
な
い
が
、
共
に
壮
大
な
御
幸
を
、
神
仙
趣
向
を
交
え
て
描
写
し
な
が
ら
、
両
者
の
相
違
は
明
白
で
あ
る
。
韋
詩
の
特
質
は
、
玄
宗
の
御
代
の
崩
壊
と
自
ら
の
挫
折
感
を
内
在
さ
せ
た
懷
旧
の
景
と
い
う
こ
と
が
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
点
は
、
後
に
も
触
れ
た
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
洛
陽
時
代
前
期
の
作
品
は
、
後
期
に
比
し
て
、
盛
唐
詩
の
継
承
と
い
う
要
素
を
強
く
保
っ
て
い
る
。
だ
が
、
歌
行
作
品
も
含
め
て
、
盛
唐
詩
と
は
異
な
る
新
し
い
波
動
を
も
生
み
出
し
て
お
り
、
過
渡
的
性
格
を
看
取
し
得
る
。
そ
の
景
に
は
、
実
景
と
虚
景
の
二
種
が
あ
り
、
虚
景
に
は
、
歴
史
的
風
景
や
追
憶
と
し
て
の
旧
景
、
比
喩
が
籠
め
ら
れ
た
景
物
や
心
象
風
景
が
描
か
れ
る
。
神
仙
趣
向
を
含
む
懐
旧
傾
向
は
、
通
底
す
る
今
昔
と
い
う
韋
詩
独
自
の
時
間
感
覚
の
萌
芽
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
虚
景
は
無
論
、
実
景
よ
り
情
と
の
関
わ
り
が
深
い
。
だ
が
死
の
世
界
を
思
わ
せ
る
実
景
は
韋
詩
の
原
画
で
あ
り
、
情
を
惹
起
す
る
と
同
時
に

情
の
反
映
で
も
あ
る
。

景
と

情
の
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
、

情

の
比
喩
と
し
て
の
虚
景
が
実
景
を
詠
い
興
す
と
い
う
「
景
情
融
合
」
に
至
る
過
程
と
看
做
せ
よ
う
。
情
の
中
核
に
存
す
る
の
は
、
玄
宗
と
そ
の
時
代
へ
の
強
い
執
着
と
そ
れ
が
失
わ
れ
た
こ
と
へ
の
哀
惜
で
あ
っ
た
。
ほ
か
の
大
暦
詩
人
の
多
く
は
韋
と
同
様
十
代
で
あ
っ
た
が
、
韋
の
よ
う
に
開
元
天
宝
年
間
の
繁
栄
に
浴
す
る
機
会
が
な
く
、
特
別
の
思
い
入
れ
が
な
か
っ
た
た
め
往
事
を
追
憶
す
る
作
品
が
少
な
い
。
さ
す
れ
ば
、
蒋
寅
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に （
）、
韋
は
例
外
的
存
在
で
、
彼
の
独
自
性
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
れ
ゆ
え
に
、
よ
り
深
く
大
暦
時
代
の
暗
闇
を
感
受
し
て
、
そ
の
時
代
性
を
表
現
し
得
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
例
外
と
看
做
す
か
否
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
特
質
が
、
第
二
期
の
揚
州
旅
行
期
、
第
三
期
の
洛
陽
後
期
に
お
い
て
如
何
に
変
容
し
て
い
く
か
を
、
次
号
に
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
。
韋
應
物
自
然
詩
の
変
容
其
の
一
二
三
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（
1）
「
與
李
生
論
詩
書
」（『
司
空
表
聖
文
集
』
巻
二
）。
（
2）
「
書
黄
子
思
詩
集
後
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
六
七
）。
（
３
）
四
部
叢
刊
所
収
『
韋
江
州
集
』
付
録
「
劉
須
溪
評
語
」、
な
お
拙
論
の
底
本
は
、『
韋
江
州
集
』。
対
校
本
と
し
て
、
元
刻
本
影
印
『
須
溪
先
生
校
本
韋
蘇
州
集
』（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
八
・
十
）
。
ま
た
適
宜
、
以
下
の
三
校
注
本
を
参
照
。
陶
敏
・
王
友
勝
校
注
『
韋
應
物
集
校
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
・
九
）
、
孫
望
編
著
『
韋
應
物
詩
集
繋
年
校
箋
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
・
三
）
、
阮
廷
瑜
校
注
『
韋
蘇
州
詩
校
注
』（
華
泰
文
化
事
業
股
有
限
公
司
、
二
〇
〇
〇
・
十
一
）。
併
せ
て
宋
・
劉
須
溪
先
生
校
本
『
韋
蘇
州
集
』（
和
刻
本
漢
詩
集
成
第
八
輯
所
収
）、
官
板
『
韋
蘇
州
集
』
（
文
政
三
年
刊
）、
近
藤
元
粹
評
訂
『
韋
蘇
州
集
』（
嵩
山
堂
蔵
版
、
明
治
三
十
三
・
五
）
を
も
参
照
。
（
４
）
張
説
は
「
黄
子
肅
詩
集
序
」
（
『
翠
集
』
巻
三
）
、
宋
説
は
「
答
董
秀
才
論
詩
書
」
（『
文
憲
集
』
巻
二
八
）。
（
５
）
『
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要
』
第
十
四
輯
、
一
九
八
二
。
ま
た
「
王孟
韋
柳
評
考
「
王
孟
」
か
ら
「
韋
柳
」
へ
」（『
中
唐
詩
壇
の
研
究
』
第
Ⅰ
部
第
四
章
、
創
文
社
、
二
〇
〇
四
・
十
）
も
参
照
。
（
６
）
注（
５
）「
評
考
」
第
四
章
第
三
節
「
陶
・
韋
と
韋柳
」九
十
一
頁
。
（
７
）
劉
文
剛
『
孟
浩
然
年
譜
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
五
・
三
後
記
）、
徐
鵬
校
注
『
孟
浩
然
集
校
注
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
八
・
二
）
付
録
「
作
品
繋
年
」
参
照
。
（
８
）
入
谷
仙
介
『
王
維
研
究
』
（
創
文
社
、
一
九
七
六
・
三
）
お
よ
び
楊
文
生
『
王
維
詩
集
箋
注
』（
四
川
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
・
九
）
附
録
「
王
維
年
譜
」
参
照
。
（
９
）
韋
應
物
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
羅
聯
添
「
韋
応
物
事
跡
繋
年
」（『
幼
獅
學
誌
』
八
巻
第
一
期
、
民
国
五
十
八
年
三
月
）
、
傅
琮
「
韋
應
物
詩
繋
年
考
証
」
（
『
唐
代
詩
人
叢
考
』
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
・
一
）、
芳
村
弘
道
「
韋
應
物
の
生
涯
」（
上
・
下
）（『
學
林
』
第
七
・
八
號
、
一
九
八
六
・
一
月
、
七
月
、
の
ち
『
唐
代
の
詩
人
と
文
献
研
究
』
第
一
部
第
四
章
所
収
）、
陶
敏
「
韋
應
物
生
平
新
考
」「
韋
應
物
生
平
再
考
」（『
唐
代
文
學
與
文
獻
論
集
』
所
収
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
・
四
）
、
陶
敏
・
王
友
勝
校
注
『
韋
應
物
集
校
注
』（
増
訂
本
）（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
・
七
、
以
下
「
陶
注
本
」
と
称
す
）
付
録
六
「
簡
譜
」、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
に
発
掘
さ
れ
た
彼
の
墓
誌
銘
（「
唐
故
尚
書
左
司
郎
中
蘇
州
刺
史
京
兆
韋
君
墓
誌
銘
」
丘
丹
書
）
な
ど
参
照
。
（
10）
柳
宗
元
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
「
韋
應
物
悼
亡
詩
論
序
説
十
九
首
へ
の
懐
疑
」
（
『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
第
三
十
号
、
二
〇
一
一
・
四
）
、
三
十
七
、
八
頁
。
（
11）
大
暦
十
才
子
と
の
交
遊
は
、
そ
の
ほ
か
司
空
曙
が
挙
げ
ら
れ
る
。
文
航
生
校
注
『
司
空
曙
詩
集
校
注
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
・
八
）
附
録
「
司
空
曙
詩
友
交
遊
唱
酬
詩
」
に
韋
應
物
の
二
首
を
掲
載
。「
司
空
主
簿
琴
席
」「
冬
夜
宿
司
空
曙
野
居
因
寄
酬
贈
」、
前
者
は
、
巻
一
所
収
。
陶
敏
注
は
、「
司
空
主
簿
、
疑
爲
司
空
曙
」
と
記
し
、
後
者
は
、
『
全
唐
詩
』
巻
一
九
〇
、
韋
應
物
五
に
収
め
る
が
、
陶
注
本
は
、
盧
綸
の
作
と
し
て
、
「
集
外
詩
文
」
に
収
録
し
、
韋
と
司
空
曙
と
の
交
遊
は
い
ず
れ
も
確
定
し
な
い
。
だ
が
盧
綸
・
李
端
に
は
、
二
人
と
も
に
、
韋
詩
の
「
送
魏
廣
（
未
詳
）
落
第
歸
揚
州
」
（
巻
四
、
五
律
）
と
同
名
の
作
が
あ
る
の
で
、
送
別
の
詩
会
を
と
も
に
過
ご
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
『
全
唐
詩
』
巻
一
八
七
、
韋
應
物
二
に
「
九
日
上
作
、
寄
崔
主
簿
倬
二
李
端
繋
」
と
あ
り
、
『
韋
江
州
集
』
に
お
い
て
も
同
題
で
あ
る
が
、
陶
注
本
の
校
勘
は
、「
李
」
は
、「
季
」
の
誤
り
で
、
韋
應
物
の
二
人
の
弟
（
端
と
繋
）
を
指
す
と
い
う
。
今
陶
注
本
に
従
う
。
傅
琮
「
盧
綸
考
」（『
唐
代
詩
人
叢
考
』
中
華
書
局
・
一
九
八
〇
）
に
吉
中
孚
・
夏
侯
審
と
の
交
遊
が
併
せ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
（
12）
『
大
暦
詩
風
』
（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
九
・
四
）
、
第
四
章
「
主
題
的
取
向
」
一
〇
八
頁
な
ど
。「
清
深
妙
麗
」（
胡
仔
『
溪
漁
隠
叢
話
前
集
』
巻
十
五
引
韓
子
蒼
（
南
宋
・
韓
駒
）
の
言
。
）
、
「
流
麗
」
（
『
溪
漁
隠
叢
話
前
集
』
巻
十
五
引
、
呂
本
中
『
呂
氏
童
蒙
訓
』）、「
古
淡
清
麗
」（
潘
徳
輿
『
養
一
齋
詩
話
』
巻
一
）
な
ど
。
（
13）
『
大
暦
詩
人
研
究
』
上
編
、
第
一
章
五
、「
自
成
一
家
之
体
卓
為
百
代
之
宗
韋
應
物
」（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
・
五
）、
九
三
～
四
頁
。
（
14）
第
一
稿
は
前
掲
注
（
10）
、
第
二
稿
は
、
「
韋
應
物
悼
亡
詩
論
潘
岳
の
哀
傷
作
品
と
の
関
わ
り
」
（
『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
六
五
号
、
二
〇
一
二
・
十
）
。
第
三
稿
は
、
「
韋
應
物
悼
亡
詩
論
江
淹
詩
	と
の
関
わ
り
」
（
『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
六
六
号
、
二
〇
一
三
・
三
）。
第
四
稿
は
「
韋
應
物
悼
亡
詩
論
「
古
詩
十
九
首
」
と
の
関
わ
り
其
の
一
、
二
」（『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
六
八
・
六
九
号
、
二
〇
一
四
・
三
月
、
九
月
）。
文
学
部
紀
要
第
七
十
一
号
二
四
注
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柳
父
章
『
翻
訳
の
思
想
「
自
然
」
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
』
平
凡
社
、
一
九
七
七
・
七
。
（
16）
「
中
國
思
想
史
に
お
け
る
自然
の
誕
生
」（「
中
国
社
会
と
文
化
」
第
八
号
、
平
成
五
年
六
月
）
は
、「
自
然
」
は
、「
道
家
の
思
想
家
た
ち
が
人
為
・
作
為
を
否
定
す
る
た
め
に
使
用
し
始
め
」
、
主
体
に
関
す
る
「
無
為
」
と
の
対
と
し
て
、
客
体
に
関
す
る
概
念
と
し
て
誕
生
し
、
主
客
の
語
学
的
思
想
史
的
関
係
か
ら
、
「
み
ず
か
ら
」
の
意
味
に
「
お
の
ず
か
ら
」
の
意
味
が
付
加
さ
れ
た
と
説
く
（
七
～
九
頁
）
。
ま
た
語
学
的
に
は
、「
自
然
」
は
副
詞
と
し
て
始
ま
り
、
後
掲
第
二
十
五
章
な
ど
の
名
詞
的
用
法
は
、
古
い
用
例
で
は
な
い
と
す
る
（
二
十
七
頁
）。
（
17）
『
老
子
』
の
訓
読
及
び
日
本
語
訳
は
、
す
べ
て
蜂
屋
邦
夫
訳
注
『
老
子
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
九
・
一
）
に
拠
る
（
た
だ
し
、
些
末
な
点
で
変
更
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
）。
（
18）
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
・
十
一
。
第
一
章
、
四
八
頁
。
（
19）
注（
18）、
第
一
章
、
一
六
六
頁
。
（
20）
『
白
川
静
博
士
古
稀
記
念
中
國
文
史
論
叢
』（
一
九
八
一
・
七
）
所
収
。
第
四
章
、
一
六
一
～
一
七
〇
頁
。
（
21）
曁
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
・
十
一
。
第
四
章
④
玄
言
詩
：
自
然
山
水
的
感
性
玄
思
。
（
22）
福
永
光
司
訳
注
解
説
、
朝
日
新
聞
社
刊
、
中
國
文
明
選
第
十
四
巻
『
芸
術
論
集
』
所
収
（
一
九
七
七
・
一
）、
一
五
三
頁
、
一
六
〇
～
一
頁
。
な
お
末
尾
の
原
文
は
、「
以
應
目
會
心
爲
理
者
。
類
之
成
巧
。
則
目
亦
同
應
。
心
亦
會
。
應
會
感
神
。
神
超
理
得
。」
（
清
・
嚴
可
均
輯
『
全
宋
文
』
所
収
）。
（
23）
注（
20）第
二
章
、
一
五
三
頁
。
（
24）
劉
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
黄
叔
琳
等
注
『
増
訂
文
心
雕
龍
校
注
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
・
八
）
所
収
「
梁
書
劉
傳
箋
注
」
参
照
。
（
25）
福
永
光
司
訳
注
解
説
『
荘
子
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
七
・
九
）
六
六
一
頁
。
（
26）
第
四
章
「
禪
與
詩
歌
意
境
理
論
的
発
展
」
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
・
九
）
一
六
九
～
一
七
五
頁
。
「
詩
評
」
で
は
、
權
德
輿
（
七
五
九
～
八
一
八
）
の
詩
と
の
類
似
性
を
指
摘
。「
詩
體
」
に
も
「
韋
蘇
州
體
」
を
挙
げ
る
。「
清
坐
」
は
、
北
宋
末
、
宏
智
正
覺
『
宏
智
禪
師
廣
録
』
巻
五
・
八
な
ど
に
見
え
、
仏
教
用
語
と
し
て
看
做
し
得
る
。
（
27）
郭
煕
は
、
北
宋
神
宗
朝
の
宮
廷
画
家
で
、
そ
の
画
論
『
林
泉
髙
致
』
山
川
訓
に
お
い
て
、「
三
遠
（
髙
遠
・
平
遠
・
深
遠
）」
を
唱
え
た
。「
平
遠
」
と
は
、「
近
山
よ
り
し
て
遠
山
を
望
む
、
之
を
平
遠
と
謂
ふ
」
と
あ
り
、
小
高
い
所
か
ら
、
眼
前
に
広
が
る
水
や
平
原
を
越
え
て
遠
山
を
見
晴
る
か
す
こ
と
で
あ
る
。
（
28）
注（
18）第
二
章
、
三
四
四
、
三
四
五
頁
（
29）
詩
の
繋
年
は
、
陶
敏
・
王
友
勝
校
注
『
韋
應
物
集
校
注
』（
注
9）に
拠
る
。
異
論
の
あ
る
場
合
は
、
随
時
そ
れ
を
記
す
。
（
30）
た
と
え
ば
孟
詩
に
つ
い
て
は
、
張
福
慶
『
唐
詩
美
学
探
索
』
第
二
章
第
二
節
（
華
文
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
・
一
）
に
「
情
与
景
已
経
渾
然
交
融
、
密
不
可
分
了
」（
九
五
頁
）、
王
維
詩
に
つ
い
て
は
、
王
國
瓔
『
中
國
山
水
詩
研
究
』
第
四
章
（
聯
經
出
版
事
業
公
司
、
一
九
九
六
・
七
）
に
「
表
現
的
是
詩
人
與
自
然
環
境
相
相
融
的
情
景
」（
二
六
四
頁
）
と
あ
る
。
「
韋
悼
」
に
つ
い
て
は
、
胡
旭
『
悼
亡
詩
史
』
第
二
章
第
二
節
が
「
其
詩
景
中
有
情
、
情
与
景
合
、
交
相
融
会
、
相
得
益
章
」（
五
八
頁
）
な
ど
。
（
31）
創
文
社
、
一
九
八
二
・
二
、
第
二
編
第
三
章
「
天
と
性
と
分
と
理
」、
一
四
三
頁
。
（
32）
池
田
知
久
氏
は
、
第
二
十
五
章
に
つ
い
て
、
こ
の
「
自
然
」
は
、
「
主
体
の
人

す
な
わ
ち
王
に
と
っ
て
、
客
体
で
あ
る
万
物

百
姓
の
あ
る
種
の
あ
り
方
を
形
容
す
る
自然
」と
論
ず
（
注
16、
五
頁
）。
（
33）
蜂
屋
訳
（
注
17）
は
、
「
人
は
地
の
あ
り
方
を
手
本
と
し
、
地
は
天
の
あ
り
方
を
手
本
と
し
、
天
は
道
の
あ
り
方
を
手
本
と
し
、
道
は
自 お
のず
か
ら
然 し
かる
あ
り
方
を
手
本
と
す
る
」
（
ル
ビ
は
蜂
屋
氏
）
。
『
老
子
』
は
、
一
九
七
三
年
に
二
種
類
の
帛
書
（
甲
本
・
乙
本
）
が
発
見
さ
れ
、
一
九
九
三
年
に
湖
北
省
荊
門
市
郭
店
の
第
一
楚
墓
か
ら
竹
簡
（
楚
簡
）
が
発
見
さ
れ
た
。
後
者
は
公
開
さ
れ
て
、
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
蜂
屋
訳
注
本
は
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
参
考
に
し
た
と
い
う
（
同
書
「
解
説
」）。
（
34）
康
は
、
代
表
作
「
琴
賦
」
に
お
い
て
、
琴
の
材
料
の
「
椅
梧
」
が
生
え
て
い
る
深
山
幽
谷
を
神
仙
界
に
喩
え
て
神
秘
的
に
描
写
し
、
か
よ
う
な
と
こ
ろ
に
育
成
す
る
も
の
は
、「
固
以
自
然
神
麗
」
と
詠
う
。
そ
の
ほ
か
、「
中
散
集
」（『
漢
魏
六
朝
一
百
三
名
家
集
』
所
収
）
に
は
、
「
難
自
然
好
學
論
」
な
ど
、
数
多
く
道
教
的
解
釈
論
を
展
開
す
る
。
（
35）
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
八
・
一
、
一
一
五
頁
。
（
36）
袁
行
霈
	『
陶
淵
明
集
箋
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
・
八
）
八
十
一
～
二
頁
。
（
37）
明
・
胡
之
驥
『
江
文
通
集
彙

』
中
華
書
局
、
一
九
九
九
・
十
二
、
巻
二
所
収
。
韋
應
物
自
然
詩
の
変
容
其
の
一
二
五
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『
舊
唐
書
』
巻
九
七
、
列
傳
四
十
七
。
（
39）
宋
・
黄
希
原
本
、
宋
・
黄
鶴
補
注
、
『
補
注
杜
詩
』
巻
八
。
題
下
注
に
拠
れ
ば
、
梓
州
に
て
成
都
の
草
堂
を
想
う
廣
徳
元
年
の
作
と
い
う
。
さ
す
れ
ば
後
掲
韋
應
物
の
同
年
の
作
が
想
起
さ
れ
て
、
興
味
深
い
。
清
・
仇
兆
鰲
注
『
杜
詩
詳
注
』
巻
十
二
所
収
。
（
40）
徐
鵬
校
注
『
孟
浩
然
集
校
注
』（
注
７
）巻
二
。
徐
注
は
「
係
依
檀
溪
之
自
然
環
境
構
築
而
成
」
と
記
す
（
九
三
頁
）
。
な
お
孟
浩
然
詩
の
底
本
は
、
四
部
叢
刊
所
収
『
孟
浩
然
集
』、
以
下
孟
詩
の
巻
数
は
す
べ
て
底
本
。
当
該
詩
は
、
巻
二
。
（
41）
清
・
趙
殿
成
箋
注
『
王
右
丞
集
箋
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
・
二
）
巻
十
一
。
開
元
二
十
九
年
（
七
四
一
）
正
月
、
驪
山
行
幸
か
ら
帰
っ
た
玄
宗
は
、
老
子
の
夢
を
見
、
老
子
は
都
の
西
南
百
余
里
に
あ
る
老
子
の
像
を
興
慶
宮
に
運
び
入
れ
る
よ
う
指
示
し
た
と
い
う
（『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
四
）。
夏
閏
四
月
に
、
そ
れ
を
実
現
し
た
際
の
應
制
詩
。
な
お
王
維
詩
の
底
本
は
、
四
部
叢
刊
所
収
、
須
溪
先
生
校
本
『
唐
王
右
丞
集
』
。
以
下
王
詩
の
巻
数
は
、
す
べ
て
底
本
。
当
該
詩
は
巻
二
。
底
本
で
は
「
齊
心
」
に
作
る
が
、
趙
箋
注
本
に
よ
っ
て
「
齋
心
」
に
改
め
た
。
（
42）
李
、
字
は
幼
遐
、
排
行
は
十
九
。
熊
建
国
「
韋
應
物
交
游
考
」
（
北
京
化
工
大
学
学
報
・
社
会
科
学
版
、
二
〇
〇
四
年
第
四
期
）
に
拠
れ
ば
、
隴
西
李
氏
姑
臧
大
房
に
属
す
る
給
事
中
李
升
期
の
子
、
官
は
殿
中
侍
御
史
。
韋
詩
に
、
徳
宗
・
建
中
年
間
、
太
原
の
馬
燧
の
幕
府
に
参
じ
た
と
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
は
未
詳
。
二
人
の
交
遊
は
、
「
将
往
江
淮
寄
李
十
九
」
「
善
福
閣
對
雨
寄
李
幼
遐
」
「
上
寄
幼
遐
」
（
以
上
巻
二
）
、
「
贈
李
侍
御
」「
寄
李
元
錫
」（
以
上
巻
三
、
州
の
作
）、「
送
李
」（
巻
四
）
な
ど
、
管
見
の
限
り
十
四
首
挙
げ
ら
れ
る
。
妻
の
弟
元
錫
（
字
は
君
）
と
「
同
游
」
す
る
こ
と
が
多
く
、「
與
幼
遐
君
兄
弟
同
游
白
家
竹
潭
」（
巻
七
）
な
ど
、
二
人
を
「
兄
弟
」
と
す
る
の
で
、
従
兄
同
士
と
考
え
ら
れ
る
。
（
43）
こ
の
「
田
園
」
は
、
陶
淵
明
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
「
田
園
將
蕪
」
を
踏
ま
え
、
ま
た
前
掲
「
歸
園
田
居
」
な
ど
を
連
想
さ
せ
る
。
（
44）
た
と
え
ば
曹
道
衡
・
沈
玉
成
編
著
『
南
北
朝
文
学
史
』
第
二
章
「
晋
宋
之
間
詩
文
、
風
気
的
変
」（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
八
・
六
）、
曉
音
『
山
水
田
園
詩
派
研
究
』
第
三
章
「
従
陶
淵
明
到
王
績
」（
遼
寧
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
・
一
）
な
ど
。
（
45）
王
著
（
注
30）
第
四
章
「
山
水
與
田
園
情
趣
合
流
」。
（
46）
曉
音
『
山
水
田
園
詩
派
研
究
』
（
注
44）
第
九
章
「
高
雅
閑
淡
的
韋
蘇
州
」
は
、
韋
詩
の
特
質
を
、
「
澄
澹
蕭
散
」
と
し
、
そ
れ
は
心
境
と
し
て
の
「
蕭
索
閑
散
」
と
「
蕭
条
散
朗
」
な
る
景
色
を
も
含
む
も
の
で
、
「
蕭
條
」
「
蕭
疎
」
と
同
類
と
す
る
（
三
三
二
～
三
三
三
頁
）
。
拙
論
も
賛
同
す
る
が
、
用
例
数
と
し
て
は
、
「
蕭
散
」
六
例
・
「
蕭
疎
」
三
例
・「
蕭
索
」
二
例
・「
蕭
瑟
」
二
例
に
対
し
て
、「
蕭
條
」
は
、
十
九
例
を
数
え
る
。
特
質
と
し
て
挙
げ
る
な
ら
ば
、「
蕭
條
」
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
（
47）
第
三
稿
（
注
14）、
第
三
章
「
江
淹
雜體
詩
	と
の
関
わ
り
寂寞
	に
つ
い
て
」。
（
48）
拙
論
の
底
本
は
、
古
迂
書
院
刊
本
を
底
本
と
し
荼
陵
陳
氏
刊
本
、
四
部
叢
刊
影
宋
本
を
対
校
本
と
し
た
六
臣
注
『
文
選
』
で
あ
る
。
（
49）
陶
敏
注
は
、
「
名
未
詳
」
と
す
る
が
、
「
送

長
源
」
（
巻
四
）
は
「
少
年
一
相
見
、
飛
轡
河
洛
間
」
と
詠
む
。
大
暦
八
年
、
洛
陽
で
の
作
と
さ
れ
、
長
源
と
は
、
「
少
年
」
時
代
の
交
遊
が
あ
り
、
驪
山
行
幸
の
思
い
出
を
共
有
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

長
源
の
名
は
「
同
長
源
歸
南
徐
寄
子
西
子
烈
有
道
」
（
巻
二
）
に
も
見
え
る
。
た
だ
し
熊
建
国
「
韋
應
物
交
游
考
」（
注
42）に
拠
れ
ば
、
諱
は
淮
、
長
源
は
字
。
陽
の
人
。
天
宝
十
一
載
（
七
五
二
）
の
生
ま
れ
と
推
測
。
建
中
三
年
（
七
八
二
）
頃
、
封
丘
県
尉
、
貞
元
六
年
（
七
九
〇
）
雲
陽
の
県
尉
と
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
韋
應
物
よ
り
、
約
一
七
歳
年
少
な
の
で
、

戸
曹
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
待
考
。
（
50）
第
一
章
「
韋
應
物
悼
亡
詩
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」
第
三
節
「
今
昔
の
対
比
」
に
お
い
て
、「
韋
悼
」
に
お
け
る
今
昔
は
、
単
な
る
対
比
で
は
な
く
空
間
移
動
を
伴
っ
て
、「
過
去
の
時
間
が
現
在
に
流
れ
こ
み
」
、
現
在
と
過
去
を
往
還
す
る
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
（
51）
驪
山
行
幸
に
つ
い
て
、
「
燕
李
録
事
」
（
巻
一
）
に
も
詠
わ
れ
、
「
君
と
十
五
に
し
て
皇
に
侍
る
」（
第
一
句
）
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
（
52）
謝
思
校
注
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
・
十
一
）。「
一
人
出
兮
不
容
易
、
六
宮
從
兮
百
司
備
。
八
十
一
車
千
萬
騎
、
朝
有
宴
飫
暮
有
賜
。
中
人
之
産
數
百
家
、
未
足
充
君
一
日
費
」
と
数
字
を
列
挙
し
て
浪
費
を
批
判
す
る
。
（
53）
「
古
詩
十
九
首
」
其
九
に
つ
い
て
は
、
第
四
稿（
２
）第
二
章
で
論
じ
た
。
（
54）
各
伝
記
考
証
お
よ
び
注
釈
書
（
注
９
、
21）
参
照
。
そ
の
ほ
か
、
竹
村
則
行
『
楊
貴
妃
文
学
史
研
究
』
Ⅱ
中
晩
唐
に
お
け
る
楊
貴
妃
故
事
の
展
開
、
三
、
韋
應
物
の
「
驪
山
行
」
「
温
泉
行
」
（
六
十
一
～
六
十
六
頁
）
な
ど
。
た
だ
し
孫
望
箋
評
は
、
大
暦
七
年
文
学
部
紀
要
第
七
十
一
号
二
六
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（
七
七
二
）
と
す
る
。
（
55）
「
惨
惨
」
は
、
全
韋
詩
中
こ
の
一
例
の
み
。「
惨
」
が
心
情
の
形
容
以
外
の
意
味
と
し
て
は
、
「
淮
海
生
雲
暮
惨
澹
、
廣
陵
城
頭
鼓
暗
」
（
巻
九
「
鼓
行
」
）
と
あ
る
よ
う
に
、
暗
さ
の
形
容
が
あ
る
。
「
惨
惨
」
の
初
出
は
、
管
見
の
限
り
、
魏
・
王
粲
「
登
樓
賦
」
の
「
風
蕭
瑟
而
並
興
兮
、
天
惨
惨
其
無
顔
色
」
。
こ
れ
も
「
暗
さ
」
の
形
容
で
あ
ろ
う
。「
風
」
と
結
び
つ
け
た
の
は
、
六
朝
末
・
信
「
風
雨
倶
惨
惨
、
原
野
正
茫
茫
」
（
「
小
園
賦
」
）
。
韋
詩
以
前
の
最
多
の
用
例
は
、
杜
甫
の
六
例
。
「
惨
惨
暮
寒
多
」
（
「
墓
寒
」）
に
よ
っ
て
、「
寒
さ
」
の
意
味
も
付
加
さ
れ
た
。
（
56）
『
中
国
詩
歌
原
論
比
較
詩
学
の
主
題
に
即
し
て
』
八
、
詩
と
音
楽
歌
行
の
表
現
機
能
（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
六
・
三
）。
（
57）
『
中
國
詩
文
論
叢
』（
第
十
八
集
、
一
九
九
九
）、
八
十
九
頁
。
（
58）
第
一
聯
の
動
作
（
「
垂
」
「
厭
」
「
坐
」
「
朝
」
）
主
体
は
、
す
べ
て
玄
宗
で
あ
る
。
第
二
聯
「
訪
」
「
沐
浴
」
の
主
語
は
、
玄
宗
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
玄
宗
を
中
心
と
し
て
従
者
を
も
含
め
た
一
行
と
と
る
方
が
、
第
三
聯
以
降
の
行
幸
描
写
に
繋
が
り
や
す
い
。
な
お
②
「
厭
」
に
つ
い
て
、
近
藤
元
粹
の
眉
批（
注
３
）は
「
玄
宗
の
病
根
」
と
記
す
が
、
韋
應
物
の
意
図
は
、
そ
れ
ほ
ど
に
天
下
無
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
59）
松
原
前
掲
論
文（
注
57）、
九
十
六
、
九
十
七
頁
。
（
60）
「
驪
山
行
」
を
踏
ま
え
て
諷
諭
性
を
強
調
し
た
の
が
、
前
掲
白
居
易
の
新
楽
府
「
驪
宮
髙
」
で
は
な
い
か
。
「
驪
宮
髙
」
⑦
「
翠
華
不
來
歳
月
久
」
の
「
翠
華
」
は
、
天
子
の
儀
仗
を
指
す
が
、
「
驪
山
行
」
⑮
「
翠
華
稍
隠
天
半
雲
」
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
白
は
憲
宗
即
位
後
五
年
た
っ
て
も
行
幸
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
問
題
提
起
し
、
そ
れ
は
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
か
ら
と
い
う
批
判
を
展
開
す
る
。
こ
れ
は
韋
の
代
宗
へ
の
行
幸
願
望
へ
の
返
答
と
考
え
る
の
は
、
果
た
し
て
ち
す
ぎ
か
。
松
浦
氏
は
、
新
楽
府
の
母
胎
は
、
歌
行
に
あ
る
と
説
く
（
注
56、
三
三
八
～
九
頁
）
。
そ
の
一
例
が
歌
行
の
変
容
で
あ
る
「
驪
山
行
」
を
母
胎
と
し
た
「
驪
宮
髙
」
と
看
做
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
白
の
新
楽
府
へ
の
影
響
と
い
う
意
味
で
は
、
韋
應
物
の
「
長
安
道
」
（
巻
九
）
も
考
え
ら
れ
る
。
『
楽
府
詩
集
』
巻
二
十
三
、
横
吹
曲
辭
三
に
収
め
ら
れ
る
伝
統
的
楽
府
だ
が
、
「
驪
山
行
」
や
応
酬
詩
と
同
様
の
詩
語
詩
句
が
認
め
ら
れ
る
。
第
三
聯
「
晨
霞
出
没
弄
丹
闕
、
春
雨
依
微
自
甘
泉
」
（
「
驪
山
行
」
⑯
「
丹
閣
先
明
海
中
日
」
、
「
依
微
」
は
、
第
三
章
後
掲
「
自
京
洛
～
」
）
、
⑧
「
香
車
却
轉
避
馳
道
」
（
応
酬
詩
⑫
「
馳
道
出
亭
」）、
「
歡
榮
若
此
何
所
苦
」（
応
酬
詩
「
賢
愚
共
歡
榮
」）
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
洛
陽
丞
辞
任
閑
居
後
、
長
安
に
帰
郷
し
て
の
作
で
あ
ろ
う
。
だ
が
内
容
は
、
漢
代
に
材
を
採
り
、
衛
青
・
霍
去
病
の
贅
沢
三
昧
を
批
判
す
る
諷
諭
性
が
認
め
ら
れ
る
。
（
61）
『
中
國
文
學
報
』
第
二
十
四
冊
、
一
九
七
四
・
十
、
五
十
二
～
五
十
七
頁
。
（
62）
竹
村
説
は
、
注（
54）。
ま
た
土
谷
彰
男
「
韋
應
物
	驪山
行

詩
考
」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
二
十
五
、
二
〇
〇
六
、
十
二
）
も
、
廣
徳
元
年
成
立
説
に
疑
問
を
呈
し
、
成
立
時
期
は
、「
温
泉
行
」
よ
り
も
後
と
し
、「
大
暦
中
期
の
唐
朝
の
安
定
回
復
、
ま
た
宮
廷
文
壇
の
活
躍
（
大
暦
十
才
子
の
活
躍
）
を
踏
ま
え
て
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
余
地
も
あ
ろ
う
」
と
記
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
具
体
的
な
「
温
泉
行
」
よ
り
も
「
そ
の
描
写
の
完
結
性
・
視
点
の
普
遍
性
」
が
「
温
泉
行
」
よ
り
も
高
い
か
ら
と
す
る
。
だ
が
両
は
、
表
現
意
図
も
描
写
の
力
点
も
異
な
る
の
で
、
具
体
的
か
否
か
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
前
後
は
断
定
で
き
な
い
。
蛇
足
な
が
ら
、
土
谷
論
文
が
引
く
当
該
作
の
詩
語
お
よ
び
詩
題
は
、
変
換
ミ
ス
な
の
か
、
誤
り
が
多
い
。
底
本
と
す
る
陶
敏
等
校
注
本
（
一
九
九
八
）
と
も
齟
齬
を
来
し
て
い
る
。
訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
63）
『
大
暦
詩
風
』（
注
12）
第
四
章
「
主
題
的
取
向
」
四
十
六
、
七
頁
。
韋
應
物
自
然
詩
の
変
容
其
の
一
二
七
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